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一 枚 の ル ー フ イ ン グ ・ 一 滴 の j歴 青 を も 使 は ず 而 も 結 針 防 水 の 新 工 法

トタン・スレート・陸屋根如何なる屋根の雨漏りも完全E つ迅漣に手直出来る修鰭材
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故障も雨漏りも

簡翠に手直し出

来る修繕材

l 籾j 状液状に分れ雨者の合理由包囲E合
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1. 熔融せるアスアアルトを使用せき' る然現場で寂焚の必

要なし

2. モルナイ トは泉淑に主主する感度殆どな〈気に亀裂刻向性
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3. 新築工事の場合の外l l i [ 殻防水修理の筋合も大小に不拘
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今日の岡際情勢力: 一日としてLI .. まることなく鑓化修行しつ〉ある様に 、今日我聞の政治

経摘、祉食の機構も根本的に建直ちんとし 、叉建直りつ〉ある。そして統: l j ! J と統一・が此の

未曾有の要lt閥を乗り切らうとする我閣の最も切賀なる耕題となってゐる。

如何なる課題も 、如何なる方策も、之れを樹立するのは、 「人」でなりればならなし、。

即ち閤是ド要求するところの閣内の機織mlJ 新も革新も 、共J怠に必要なる人的資源の整備、

配置の泊五があって 、はじめて達せられるのである。そして今日、日本が持つ多数の人的

資源、こそは、我図明日の備へのｽＮｾ礎となるべき最も此重なる資源でなりればならない。

然るに、現下の超非常時局下に於し 、て、如j斯I町可 i貨辻亙なる人的3資を源が如何に閤策途行に動員

されて居るカかも 5を?仔t利制11川iIに製払t

と同時に、此のかげかへのない人的資源の71己資と損失が各所で繰り返して居る事質を夜見

するであらう。

今日の興ｾ ｾ Ｎ ｾの偉業が要請し＿こ技術者の動員中、 ー に脚光を浴びて ＳＳＱ 場 し＿こ我が建築技術

品の徴J . i i ¥こ防! し、果して共彪に如斯き矛盾控着が作在しなかっ? こであらうか。此の思11 に|制

する反省と検討の必要が充分ある棋な5誌がする。

Ｂ闘を思』 、 心に 二つはなかりりり 、般の庭 ｬ こ立つも立＿こぬもＯＱなのであって 、 ，Ｂ ｾＱ 家が総力

戦を以て、此の聖戦日的建成に j必逃して居るとき . 我々は此の建築を以って問家に役立? こ

んとの愛国の赤誠に燃えてない者は一人もないと忠ふ。

が然し、今日の建築界の機構を以ってして果して、此の革新の波 lこ乗って報閣の貰を単

げ得るであらうか?

我々に耕せられに興 It:(の偉業は 、空喜界に 、業界に、即ち建築界のあらゆる部門 lこ向って

再吟味と再検討の必要が要請されて居るのではあるまいか。
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建 築 技 術 者 と 図 民 徴 用 令

大 島 良E

衣食住は人 llnが生きる1 . 0 の三大要件として散にもよく 9:11 られてゐる事例であるが民族問

動 の進展せる 所必す' この衣食ft の進展がなくてはならなし、。特に進展先さの現場に於りる

技術;民営 必要と する ものは住即建築ーであって 、建築技術者は民族の進展する 所 iここれ iこ伴

って進展する事を要求さる〉ものである。東洋に於ける直しき ｕｈ 日の文化を建設するｾに

我氏族の大陸進展を見 ｦ こる今日建築技術者の現 ｬｕｾ へ の ｩ 住民の必要は蛍然の事である。

軍に於ける建築技術者必、要の量的質的程度は如何なるものなるかは我々の知るを得な い

ところであるが建築技術者の徴mも叉 11"，t J を得Y ることであれ徴用され? こる若き技術者

諸有力; ，m臨之に赴い? このは首然の事ながら誠に心強〈感じ? 二次第である 。建築技術者が第

一tこ微トIj され? こる事は如向に建築技術が東亜再建に韮きをなすものなるかを立設するもの

であってこの際i位向の建築波術者に到する認識を新? こにせしめると共に建築波術枠自から

府iみて相凶j み自重せなげればならな いのである。

彩、共はよそがミの大陸進出に平行して建築的建設を希望しf品川にも賛意を表する者ではある

が軍にまうI しては建築製合長より厚生大臣に提出の嘆願書の諸保jtl 二を考慮に入れらるる事と

首建築園韓が現に銃後lこ於て抑首閥策的なる建築に努め居る共の一人の断桁11負婚と軍の

現地に於げる一人の技術的負婚の分量を十二分に 11見合せて共の千術を失せざる椋配慮制度

き事である。! 軍が共の軍機の機密と云』、一言のもと tこ共の持つ仕事の輪廓をも示さ十一人

の技術的分婚の程度も示さす・して岡策的仕事の荷重に苦しめる乏しき建築技術関より富田

的 ｬ こ抜き取る感ｾ抱かしめｾる様に賀行され度いと思ょ、。Ｈ昭和十四年九月七日Ｉ

第 七 回 全 国 都 市 問 題 曾 議 線 曾

金 閥 都 市 問 題 令 議t i 'P 団 組 合 は lリj 秋 を 期 し て 東 京 市 に 開 催

第 1議題 「本邦都市設遠の動向と共の諸問題」

第 2 議題 「都市の人事行政」



建 築 技 術 者 の 不 足 と 圏 民 徴 ) 司 令

伊 藤 滋

先般閤民 ｦ 品川令が殻布され且つ，包Ｚ速にＱｴ ｅ ￭ｊＡされ然もｾＱ［の最初の被徴ｦＡ ｬｘ カ ｚ 建築技術計で

あっ? こと云よ、事に就いてもっとも感慨深いものは僅か l 年午前J乃至 2 年前迄、 日本のー1-:-. 下

一般は勿論建築技術者自身さへも、事境下に於ける建築事業界をど う見て居? こかと 云ふこ

とであります。事盤殻生 と同時に直ちに閣内不，E1:事業の繰延、r+tJI ーが行はれにその最初に

翠げられにのが所謂菅絡事業であっ＿このであります。資金制整法は同じく ｗＺｲｬ 日の不ＮｾＺ工事

を制 11: させましに。餓鋼をはじめと し主要建築材料は殆んど企図的に製選、販賀 、使 J.rJの

HiiJ 限を受り叉輸出入臨時措置法は米材初ゆ外村の職入の見込みを絶望ならしめまし 1: 。

政府が興盟事業遂行に最も緊，包. な必要を認め 7こ技術計完成の fこめ設りに七高等工業製佼

lこは 一校も建築感利が設げられませんでしに。

厚生省の皐校卒業生就職の統ifilJ 賢胞にも最近迄建築技術符はi会外されてゐまし? こ。各 rl1

等、高等工業態校提に大墜の建築撃やI入率芯加者は他の工高品不'1に比し著しく劣勢を示して

ゐます。建築労働脊及び一部の建築技術の他の工業への* 専向が起て来まし 1: 。各1Y憾の皆忠告

部 Ｑｭ の安員約 ｾｆ 成が云々され叉民 Ｑｩｬ Ａ 建 築事務所の閉鎖或は縮少が準備されに椋であります。

斯〈の如〈して事建設生以来、建築事業全般は恰も全雨的休JI:I こ王るかの如き極度な悲

制的情勢に迫ひ込まれにかの如〈見えにのであります。

然るに今回戦時人的資源徴用のトップをきって殻せられ1: 政川令は、皮肉にも此の最も

等閑l視されに建築技術者に劃してであつにのであります。

それならこの徴用令は商内に建築技術者が有 b徐って吊るから琵せられにのかと云ひま

すと決してそうではなく 、 此の夜令に先んつ ｲ る ｦｅ か数ヶ月前に地方長 ｲ｜ｾ を通じて建築ｼ支術

者の公募が行はれ然もその成績は到底軍の要求を渦し得なかっ? こからであります。

此 ｾｬ 戦争と建築事業との開係 に就いて東大な 認識 ｬＩｾｾ とこそ同のＥＮ ｾ 政府は勿論我々建築

技術者自身民側に反省しなりればならないものと思ひます。

第ーには斯〈の如き認識の誤りに陥りひいてはT臨時建築事業の準備に豆大 1，i: jlj( 陥を起し

に根本は日本の上下一般がlをしてえ建築技術者自身が控築事業主云ふものを恰も消費艦系

に屈するも のなるかの如き矧念を持ってゐて建築事業が ;llt 内初動の最尖端を行くべき生産

機! 惜のー郁であり従て堂々 fこる生産髄系のものであるん? ごと云よ、認識と自先に献りて民? こ

と云ふ事に他 ならないのであると% へます。

此 の事: 質ーは叉平時に於ても肘千? の各方簡に於て建築技術が計委iJイの立場に JJ: つことが少

〈多 〈既定計f!1・の賀施者fこる位置にのみ置かれる原肉であります。

第こには、徴用令の琵令とは非常手段であって斯〈の如きヲド常手段をとらねばならなか

3 x  



つにのは閣内に建築技術者が不足して尋常なる方法では之れを得られないやうな窮迫しに

ｾｫ 態になってゐ ｦ こからであります。

事責我 ｩ 若 Ａ の建築界 内 の現勢は闘も 満例 ・ ｼも 支那もそ して Ｇｦ ｜ｾ 界も氏 ｉｬｦｊも Ｑ｛Ｑ fJ' t し? こ建築工事が

技術者・の不足の? こゆ山町" ! i l ' 、遅延のや むなき有様で あって技術者の午，>f.if- は深! 日iなものがある

のであ ります。従っ て今回の徴 flJ を交りに所ではその名勝を喜ぶは勿論乍ら一方銃後の武

任遂行を如何にすべきかに ￬ｾｾ 、悩みを負 ｬ まされることは勿論であります。乙れがます策とし

てもしも技術者ーの ｾＧｦ ｲＮ の如きのみに進んてとするならばそれは平に一定数の技術者の移動

であって閣内生産力の増加にはならないのであります。従てノヤや技術者不足のます策として

のI1UIーの; 全は技術者- の養成 による補充のみであ ると思ひます。

新設高工にオ4年度から建築皐刊を設 〈可きは遅まき 乍ら文部' f ' iの首然保る可き義務であ

りませう。既 立の ｙ ｲ 公 Ｇ ［ｦＱ ｜ ｾ ｉＧ ［Ｚ 各製佼のｊｪＧｻ容生徒数の哨 ｊｊｉｉ をなすぺきも勿論であります。Ｇｩ ｩζ に

最も古Ｈｾ周の乏ＡＺに ｮ りふ可きＢＱ Ｑ 等工業製校生徒の増大に脱いては特に文部宙局が今迄の如き ｊ 也

方放任の態度ーから一歩杭倒的に乗り / + ' ，して賞ひ度いのであります。

然し乍ら之等所，n口常ili 的教育機関にのみまってゐ 7このでは到底此の非常時の要求に聞に

合はないのであって非常時に非常千段を ijGせ' ねばなりません。それは機減、化腰 、電気方

市I1力大合同:に 於て鼠に宜ー行してゐるお;il こ叉建築に於ても 'f{・出の一部で質地してゐる松に 、

弁組織に於て技術者Ｍの短期教育ｾ施すことであります。一例を ｲｪｾ すならば ＺￜＺ 干すの勤務する

ＤｾＧＡＨ辺行に於ては事告さ琵生以米召集により 、 ｬ ｐＭ ｒ 街 民地ーによれ渦 ￬ ￬ｈ及び北、 ｾｉ Ｍ Ｇ 支交通令 ｩ 仕へ

の仰/ " 1 ¥により極度に建築伎術*;-'o不足を: ' ｾＺＮＺし且っその柿ヲピが困難な釘めに今年初頭から北

海道 、 九州に於て ｾｉ ｟ ｬ 墜旧制采 ｲ ｬｊ し ｬ 京 川 後之れ ｬ こ 六ヶ月の短期建築教育を施行しはぢめ 、 や

がては全回数ケ地方に之れを術大する 7象'ι であります。此の方法に於ては日本の工業数育

の統iliIJ とか叉被数育者ーの; 降米の資絡の問題とか考ふべきことは禅山あるのでありますがそ

れはやがて調整される時がありませう。民11日に於げる大組織に於ては芭ちに此の方法を研

究賞泌されては如何か 、 これは自ら技術者を挫得する方法であると同時に J8i い意味から 内

地技術者の外地技術: xーへの義務 とも 考へられ叉減|内生産力繍大に針する唯一つの j金であ る

からであります。第三には、今回名糠の徴 j刊を交りに戦士の? こめ銃後皮術者? こる我々とし

て軍'dt; ，局に望み度い事である。我々は徴川l ' j (t 土が何躍で如何なる業務に服するか詳に知る

事は出来な いし叉軍の組織もわから ない のであ るが、我々 として多少疑問 に感づ ることは

斯〈の如き多数の然も同様程度の技術者ーを集められに上、これを如何なる組織によって動

か して行かれるかと云ふ黙で ある。 人I:JJ の図瞳活動に組織の重大なるは誰よりも軍自身が

最も深〈安11てゐる筈であるが、特に技術有をして最大の能率を; f r ' i ; げしめるには軍に於りる

Ａ 支術者の髄 系とその組織とは極 め て 重要な ことであります。 我々は 今 ｬ 人 の ｉ 棋士 ｾｩ き るの

は平時 ＱＰ 人の技術者を失ょ 、 に相官 ｩ します。従て此の貴 重な技術 ｵ 出 土・ ｾｬｦｩ｟Ｚ に於て十 二分の 働

きをさせて貰五、様新て止まな いのであ ります。

x 4  



建 築 技 術 者 の 徴 用 に 就 て

山田 守

大凡事を) i : むればそれに干| リ、長- 所美貼があると同時にそれに作ふ短所紙製占があるのが通

則で あって 、美鈷ばかりあって紙黙のないもの 、或( ; t ￟ｴｩｾ 駄のみあって美黙のないものは ＴＴＱ

例中の特例であるに過ぎないものである。

資材の統制 にしても 、或は電気、機械等の工工. 皐豆存F

カがz相首に5あらる。否ブ { フブ、 { 云つてゐる人の方力が: 多い f依立に J感惑せ，られるのでで- ある。 そんなにプ

ープ{ 云はなりれlまならない事であるならば鰍貼ばかりあって長所のない犠にも聞こえる

が、事質そんな馬鹿な事ならば誰が行はん主するか 、又iilU): 行はしめるのであるか、 lH: の

中には盲目千人でも限明も相' 詰 lこゐる筈1': 、容ばかりある 事を能力: やらせて置くものか。

資材の統制にしても卒業生制官1こしても大局から削れば「切らかにこの時局に大いに役に抗

ってゐるのであって、この秋この際止なを得ない事柄であり 、 共小梁的不使とか不行 ＱＱ ￭Ｇｾと

かは忍べる丈忍ばな〈てはならない事である。 ｊｬＺ の法 ｩｾｌ の不完全 ｬ 主改千 ｾＱ［ し 、 共の ー ｼ て迩川の

￟ ｩￆ黙はこれを除去するに掠め 、 一層共の長所美男Ａｴｩｾ強化し 、 共の短所 ｾｧｾ 駄を紡少せなげれ

ばならないのである。 ｾｬＺ の大局的長月ｮＭ美射を認識して以て矢踏にプ戸フ〉云ふきでないで

はなからうか。

此度の建築! 支術者に到する間民徴川令の質地も時局 下の": ' ) i 命的見地よ1 ) ｾ必要にしてＮｬ ＱＺ ￙Ｇ

得 Ｕ りしｾに儒され＿こる事 ｴ 思ょ、。但し如何なる組織であってもー図の建築技術者がチー

ムウワ ークをやってゐる際に矢鱈に力を以てBに抜いてもって行かれるのは事質問' 日困る

のであるがこの黙は接合長の名で出し? こ別紙に欽[ 明書の様に賞 l"j!J を精有*J j ! 1J J r の上引っこ抜

〈必要があると思ょ、 、 勿論この事は次第に考へられて行くものと 1言すみる。

徴用期間もなるべ〈短期主して 11悶々に「病人に手|こさ' る建築家にして閣内に於て一寸千雄

主 ｉｴ いとてその悶 ｊＱ ｩｾ 二基い＿こ仕事に従事してゐない符は」枇も一度は大陸の土佐踏ませ大陸

の安気を吸はせ大陸の水を飲ませる司王1 : : 。乙れこそ我ん辿築家に必要な: j :BT o tUJ " ¥l の政局

がどんなにグラグラしようとも今東洋新文化の建設を rl'.:1 ーする事は出ｾｾない 、 我ｼ戎ｼはこの

使命を第ーとしてゐるのである。そして それを賀行寸る事によって世界文化に寄興貢邸Rせ

んとするのである。我々建築家はか〉る大勢下にあるが;'i '，( tこ自巳の需にも叉同家副 i: 合の岱

にも欣然主して大陸に赴くべきである。 f立川は名様であるがその有無に閥せす引t もが志を

大陸に持つ事力: 大切な $1' : ' 0 それには先づ一年か一年牛をーj聞として交代するを原則とす

ればよい。( 二期三期踏み 止まちんとする者も勿論11次迎する事とすればよいのである カり

更 に私は耳l:' i j ! i局へ1 Ij 望致しますが、あまり )j)(. 1) 扱ひ者の好みを入れ過ぎないでなるべ〈

普通的に人に臨じて仕事の方商陀頴等宜政を得しめられfこし、のである。従つであまり年と

5 x  
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か地位とか現従の寧官; 局との隙WUt かにこ r: わらない搬に自 111且つ抱l権力を大 lこしてい Tこ

Y き度いものと思ってゐます。

向ほこれに因んで書き添へ度き事lま今は建築技術者保用に困難をする秩であるのじ増し

て徴用令もあるのであるから公私共に建築技術者の移動J来月j には必今問所属国謹の武任者

相互の取引とし間取引は建築家 ;1仕合でせぬと云よ、ことに致し度いと思ふ。

次に今ーつ付げ )JII へ度きは: 数千年の文化史を持つ支那大陸である。 f資大なる 01 J  11初JJJi-tを

持つ支那大陸である。これが商白〈ない筈はないのである。こ〉の建築を如何にすべきか

を大陸の建築家も内地にゐる建築家ももっともつ t 頭に置いてもよくはないか。過去の文

那大陸には州首立波な建築が存する。民の十三陸にしても或は天控にしても又は rta阜の孔

子廟にしてもそれぞれ桐蛍に商白い。然し今日の文化石? 集中し? こ支那大陸に明日への支那

建築に過去の支那建築の民似ではいりない。これを民似て榔逃法文を新文化的にし? こもの

は欧米人の手に掛つにもの支那人の乎に掛つにもの又は日本人のヂに掛つ fこものと所謂現

代建築としての浦支の建物には相官にある様式でもある。これJ好調イージーゴーイングであ

って非本体的現代大陸建築である。或は叉天津とか上海とこ| 七京で見交りられる様に共の代

表建築 ｦ こる大陸の現代建築 ｬ こは英同ｼ人の手になる現代ｾほｼ建築 、米人 の乎に成る現代の米

廷築、或は仰の或は摘の或は伊の現代建築であるに過ぎないのであって、真に現代高度文

化の_hに立ちて支那大陸の人文と j 也JB l とに矛盾なき現代挫築の創設は米ピ無いのでーある。

この必要なる現代文那大陸の文化建築の創浩賢践こそはわれわれ日本の新建築家に耕せら

れ? こる大使命である。誠に今の建築家は生れがひある時代に生れて氷Tこものである。われ

われは進んで大陸を認識しこの大使命にブJ を傾注せなげればならないのでめる。

( 昭和十四年八月二十五日杭〉



徴 用 令 と 建 築 家 の 大 陸 開 眼

士

口 反 夫村

岡家純

つて技能の Ｑｾ 設￭Ｚ ｭ 日も自つづ，から此 の 内に合まる、は首 然で ｩあちる。

然かも共の最初の徴川に官 ［ って真先に主ｉＡ［築技術が ｪ Ｇ�ｾばれ＿こことは ー ＮＩｾ出に如何な る事情

あるにせよ ー控訴5共自惜の非常時的意義に付て一般の認識を深め得?ここ t は全 〈慶刊す司 I

き事と謂はなげればならない。

従ｾＮＺＺ建築事業と謂へば大字は Ｑｐｬ Ｑ 人の事業であっ ｦ こが常に、共意義の公共性反簡は兎角 タと

はれ勝であっ? こ。

己にして 一般は 建築主土木事業に ｮ て共性質上大いなる 差 別をｾ｛ｉｩｊへて、居り従って此等

の交付つi仕合公共的役割にますして迄も fl Jj !i 在1i .区別j をさへ句しゐる のである。

又建築家も自ら建築は伺人の業務に於て成立し 、土木は公共自I.J 業市に於て成り立っと云

ょ、思想、に陥つ fこのであっfこ。

事買は夫に i主ひなかっ fこ。然し反師、建築事業の公共的領域にますして建築界の認識すら

漸く薄れかり fこ今日間mからは最: -f j 1 ・全〈忘却されに態にあることも否めなかっ? こ。

j切る際に建築技術の微 Ilj があっ fこのである。であるから共に依って建築界は問よれ W:

| 叫が、更めて建築事業の公共性に付いて先限しに影響法制めでたきいものがあっfころうと

思よ、。

大陸経営の問題は湖洲間創設以来始まつに事ではあるが然も共が岡氏名! 品川! のJ てに興へ? こ

最も重大な効果は同民衆質の主 ｚＮＡ｟ｬｾ にあっ＿こと思五、。

我 l芸11 ( : 性の特質には謂はば郷土的安易さに甘ん十ると云ふ狽い開望があっfこ。間土の環

境と天然の悲 ｬｾｩＡ とが斯〈あらしめにのかも ｾＺｮ れない。然しそう云つ七時 Ｑ に 向長崎 、 利歌山

膝下叉は各地沿岸 ￬Ｎｾ｜ ｜ 村氏 ＱＩ ［抱懐するやうな織烈な海外雌 ＱＱｾ 性の存主ｉＧＺｾ我々は目撃するし叉

近〈は大日向付の分村計 書: に於りる雄飛fl'] 究醒さへも知るのである。 j斯祈、る 14雌!住主問到飛E的t来筑F尽t分へ

の千干特: 事事換こそ一一例へ夫が生沼手段の己むをを? 得ない事

にあることをを? 我々は悟らない詩には行かな いのである。

斯〈 1国す忘れば、従来の鎖閥因循的な岡氏思想、も Uとして不箆の ものでは無く、向等かの機

令 、 何等かの時期に於て更に殻展性を持つものと う ｾへられるのである。然も斯〉る全面的

特換こそ今回の事控を契機として官; 然蹄らさるべき後感がするのである。

又それで始めて日本の将来の殻民と充費、所調京: i l l i 新秩序の建設、日文共同国盟の樹立

と云 i 、今日の目標が質力的に装備せられることになると思ふ のである。

7 x  



徴用令は此の意味に於てl的説者に闘民としての又建築家 t しての多〈の砕象主 主r，稲とを

粛らす こと〉 信すもる。

共は i先つ' 国民思想的に大陸の認識を得さしむる事である日恐ら〈一度ひ' 大陸を踏めば彼

等は従来 と は全〈異なつに生活の印象を受りるに机 ｩ 主ない。共ｾで貨物を過して幾多 の幹

業が興へられ る ｩ こ ｩ 主ひない。それらは臆て大陸を買に ｾｭ 解するこ主〉なり延いては ［Ｑ 混同の

認識を深めること〉ならうし、叉束 ｔｉ ｬｉの進路ｾ明確にする所以ともなり得るであらう。

新秩序や共問題の達成が何故に必要であるか 、叉何故に早急; に鴛さねばならぬかの問題

こそ大陸に赴き共庭で生活する 事に依って始めて明瞭にされるのであって恐らく! 庄{投手千は

此庭で先づ大陸に針する活眼を聞くに至るであらう。

第二には 自分の技術に付て再批判を: 霜し得ること i.: 。即ち建築色調ふもの lこ釘して再記、

識 すること、である。

大陸の建築を見＿こ限は光づ我 ｴｾＱ の建築が如何に皮術的に就航のものであり絞附的に高 ｗＧＨ

なるかを護見する。そして彼地の共がおl何iこ簡単なるかに一驚するであらう。その結果或

は我聞の建築を斯〈あらしめに自然の恐) 武に大いなる院岨を l惑す' るかも9: r I れない。

然し一方に於て共が隠微建築家の建築1闘を時霊長する所以ともなるのである。斯〈しで| 再

り得? こ彼等; は恐らく自 FI 1 な開放されTこ立場に置かれるに泣ひない。: J d ぐが建築家として極め

て大いなる幸繭fごと私は思ふのである。

内地に 於りる建築家連は例へば Ｑｾ Ｇｉ￟浩 ｊ 二の見地からすれば耐震的なることに極めて鋭敏で

あ り 品 Ｑ Ｑ Ｑ 経質である。地震と生活とが切離し得ない内 ｪ 也にあっては共は ｾ［然である。己に、

我々の仕事の根底には耐震的考察が常識的に杭はってゐる。我々はどんな些細な事の前に

も先づ耐震的考祭を廻らさねばならない。

然るに大陸に於げる 一般建築的要件の中 には ｪ 折々る問題 はｾ Ａ れ、のである。火の無い月 Ｉ ｪ に

火事を考へ雨無き虚に洪水を思五、 のJEi は我々 の係るところではない。我々は上海共他の土

地に於て一般建築の極めて簡易なる構造を賞見し非' 市なる危阻を感十る。

然して彼地の建築はそれで宜いのである。

寧ろ恐る可きは斯る庭 ｩ こ迄耐震構造を考 ｴ ｑ＿Ｚ するのＡｾｾである。

x 8  

我々は兎角平常の立場に於て物ｾＥへ勝である。即ち構造に封しては常識化しに耐 震的

概念を以て批判し支配し勝ちである。か〉るがh文に先・つ' 内地の建築家が彼地に至ってそれ

を強制支配すーることを↑ 畏れるのである。叉斯る白余分な考察を重ねるに従って招来される経

費の塙額は直ちに建築費の膨脹となり、延いて支那或は第三闘の建築業者との自 rH競年こに

際 して我開業者に不利と Iよるこ主は云ふを侠fこな いのである。その結果大陸の将来にイニ

シヤ戸チ プを採らねばならぬ我闘技術の進出を阻一止する ζ とにでもなれば共罪亦大なりと

謂はぎるを得ない。

「常に土地の材料によ旬、土地の要件に臨す・る構造を考へよ」こそは苛. し建築態度の要諦



であら う。

最後に 建築其自躍に闘する啓蒙の機舎が奥へられた ことである。

彼J血の建築の規肢は齢〈とも内 J也のそれに比して優るとも劣らない。間取りに付ても設

計に宇j てもそうである。之に反して内地の建物は楼少の感無さを得ない夫は永年の風脅と

材料 、 ｾＩｩＮ 絡に影響され＿こｾめであらう 、 然し建築家は共のスケ ー ｽｌＭに押れて設計のノ ｪ 、細工

lこ努力し過ぎて居る。 夫は一商問として技術の判異性を珪抑する所以であるかも釘lれない

が、我々はあまりにイ向性の設却に努めに結果ti 形式のヴアライテイを作り何ぞ 多彩 』こしに

じ過ぎない。然し同時に何を粗羽tにし建物全玩民間しTこ殺りを招いにことも考へねばなら

ない。

兎に角 、 ｆｊ ｊＺ也の多様と＿ｴｩ ｫ 多の都市建築に押れ＿こｦｉｉｾで巧まね材点、同様式に ｻｪ￧ り統 一 整頓さ

れTこ彼地のNtr { t > 見るとき果して彼等は如何なる感慨を抱< 1 : ろう!

恐らく共鹿で彼等の設計的態度には大きな批判と E卒業が力11へ られるに注ひない。

要 するに位m建築家速は書物や撃術では到底教へられぬ深い波術的精 ;1111
1と大陸認識に ft

重な開眼を亨〈るに相違ない。そして砕象され＿こ新建築家連が賂 ｾ ｬＨ の我戸ｼ建築界を縦横に

荊躍する時こそ、新しい%，i l l I の建築波術創設の日なることを私は期特し? こいのである。

徴用は寧ろ遅きに 失し fこ。

大陸建f; 立に釘して、一! 晋
l明俗な判断と賀行とが必要とされる今日我建築家速には今後地

位の高下、老若の如何ぞ問はす. f L てに徴mの来らむこ t を欲する。

それで こそ始めて時局に到底する建築精神が高拐され、我建築界の大臨護民主? 礎石付〈

る戸斤以となろうこ e {t>イ言す' るからである。

9 x  



建 築 徴 用所 戚

中 lli 7じ 日青

支那事鎚勃殻以来県軍の武聖ｴｉＡ赫 ノ 号 、 誠に鎧相 ｨ 一隅の慨を以て大 Ｊｉｾ ｾＡ 建設の昨院を排除し

つつある。銃後にある苦々として真に感謝に: 堪へぬ次第である。事q も第三年に入り 、長

期建設の時節となって闘の線、力を穆げて聖戦の日的達成に迦進しなりればならぬ秋であ

る。吾々建築に関係するもの此の大建設事業を袖手傍槻/il ｾ ｪＨない熱意を手 ｩ する。

従来建築家と言へば翠に欝術家としてのみその存在全認められ、思 くすると 大工の親方

と異る主ころなきがｾｦｉ < 宥| 放され、ili花令の進歩の矯め 、救 i止経岡の事業の矯めにはI:; 品興す

る徐地なきが如〈に遇されて来? このである。 "1ft 建築行政11日r'j( こ於て のみ建築家の都rl了儲築

都市改寺に釘する希望の一端が充されて民つ? こに過ぎぬ。

然るに今弐事壌を契機として建築の重要性大に認められ、銃後 にぜr: ては防笠建築の完成

ｕｾ 一級に於ては軍用建築物の整備 、 又軍需工業に於りる生 産 ｽｪ ｩｬｩ 設の急施等の 気めに建築家

の協力を求められて居る 。此の防空建築の完成と建築f淀川 の実効 とは現下建築界に於げる

こ大事業であると思ふ。否等は協心致力此の二大事業の達成に努力しなり ればならない。

建築徴用の選土が軍属の服装 に 軍 刀 をｾ￭Ｎ凧寺 、 炎天下の字 ｉ 日 ￢ ｾ音 頭打 ー Ｑ Ｍ Ｎ 花火 に気 勢 ｾｩ ぷへら

れ人の浪、放の浪 、寓歳の躍に j去られて「ランチ」で本市ikに向って /+' ，護し? 二時の光景は全

〈 皇軍 特兵の出征と異るところはなかっ＿こ。 皇軍 Ｑ Ｚ ＱＺＮ｜征 の時常 に宇品運 ｩｪｾ 納 ｛Ｑ 構 内にある宇品

凱旋館大「ホール」内に於て、 民島! 際並に成島市主lI Uの下に 111征将校のi差別乾杯を行」、習

はしとなって居る。今回の建築徴用者も服裟が将校ねーi邑になって周ると同校に、凱旋館大

「ホール」内に於て盛大なる送別乾杯が行はれに。陸軍運Ii 合部参謀長、第五r : m園経理部

長 、在郷軍人符長、陸軍省将校及び建築技術官、厚生省事務官、照応燃知事、民島市長匂;

陥周; の下に成大! 最前裡に携行され建築'液閣の一端設に紺-に就けりの感を深〈し?こ。 輸送指

ｴ￭ｦｬ 官も見詮りの大衆も 、 立派な製佼 ｾｉｈＱ こ教育のある人々とい よ 、ことで態度極めて了 置で

ある。 ［ 話等建築 同僚も ｩ 湾頭 に Ｗｬｊｾｾ ヶ振 り寓 Ｑ Ｑ 立を ＱＱＱＡＭ んでや ［ 匂［が ｩｬｬ 築選 Ｍ Ｑ ［ の ｲ Ｂ ｪＩｊ "の低めに心から

耐fii 高し?こ。

建築徴用は他の技術者Ｍ徴用と同拍 ｕ こ閤民精神線 、 動員法 の夜勤 ｩ こ Ｉ，ｾ <も ので 、岡家が必要

とする建築事業に於て遁世; なる人智を徴用するのである。 部rHi の事業に於て事業執行の存

者* となるところ の建築設備に付て、 建築家の協力を求めなかっ? こ従来の遺り方がZ事ろ 11日注

って居? このである。新支那の都市建設に於て 、軍の兵合、約合の建設に於て将叉時局産業

の生産施設に於て、 建築技術の大量協力を要することは悩然である。現下枇ヂ? の各方国[ に

於て 、近代文明に於りる有力なる部門としての建築の IF嬰'1'1:を淘i弐認識し 、建築技術総京

の機運の表は れ取れ るこ とは誠に能到に棋へないことである 。
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者当事は建築様閣の熱意に燃える。技術の限りを寵して束互ll 建設の大事業 lこ参3をすること

営光柴とする。然し舌等の熟な に も拘はらすユその効果の Ｑｾｊ らぬやうなことがあっては茜 ＱＺＺ

臆念である。 l在突の場合市も最初に行はれに建築徴用に付ては首局も吏に改善工夫を凝ら

されることと思」、ので、吾、建築家の希望 意見ｾ率直に述べて折角の 制度に有終 の美を Ｑ ｪｊ ｦ

らすこと は徴用に熱意を有するものの温・然の務めと考へる。若し紋陥を認められ fこらば泣;

局者も活淡に之を改良して折角のili lJ 度を析かして戴き度ぃ。

現在徴別の事務は各府鯨の職業課に於て之 をll Il .扱ひ 、職業紹介所に於て責務を竿: る。之

は皮術者設践の申告持に基き軍の要求に! 匹じて選揮するもの t 考へられる。共の選ばれ fこ

るところを見るに色鉛なく言へば沼式主義、数量主義であって 、選ばれる建築家の技能、

特徴は全〈無間されて居る。家庭の事情を制? i ! i : し成るべ〈満身者を徴用する方針はよく僻

るが、 その選者に首って俸給の安いものをのみ円をつげるのは 、議算の酔] 係からかも知れ

ないが事務能率の上からは必十しも 1訟を得 Iこ方法ではない。 7象) } i ( 閥係からかとも忠はれる

もう 一つの掛は 、徴月1後の資格を雇員として徴川することを由| 執することである。官l催、

地方胞に於ける ｩ 支乎をも雇員として採用しゃうすとる。口の Ａｴｬｩｾ い人が赴任総貨を倹約する

のTごらうといふが、さう忠はれでも仕方のない程力! 山! な方法で採らうとする。その儒めに

徴 ｲ ｬｊ 後同窓の後輩とのｼ悶に悲喜劇ｾ生すＧることにもなる。

叉俸給制を? 定める場合にも本体水位で 、現場千世等のilT問りをしない矯めに 、f立川後現地に

て何割かの手官; ぞ支給されでも本人の宜ー収入には何等位りのないこととなる場合がある。

非常時局下の御率公に於て金銭J 二のことは云矯すべからす' とはいふものの、土筑に II 討する

ことは年はれぬ。叉 ｦｾＺｩ ＩＭｪ ｪ 一 平千の ｈ ｬｕＮ ｩｬｩｬ ｊ が定められ 、 軍刀共の他の入手韮 ＱＺＺ 困難なるにも拘ら

す¥支給せらるるところの支度料は韮1:: 恒少で質的に i奈はぬ雄ひがある。更に身分上の事

に就て言へ、ば lドうたr: ・行に到IJ U' るすJE( ま現地勤務に依て恩給年限が何倍かに力11算される，lg

典があるが 、 共 Ｑ 也のものに於ては此の引は杢〈府 ｩ みられて居らぬ。Ｇｬｾ＼に地方版に勤務する

営繕J隊員は土木、電気等の技術官と具合と所謂判。遇I[ 改良でない矯めに同じ地方阪から f品川せ

らるる場合建築家のみ甚fごしく不利である。地方在住の建築家主? ? 設月j する場合にはこれら

の鈷に付ても充分考ω: することが必要である。更に否人の憂ふるところは新卒業生がj及川

せらる場合である。各自の特徴、希望を頓着するところなし叉基礎的準備も出来ないも

のをその依徴用して、一障の型に依め込むことは本人の矯めにも建築界の将来の儒めにも

不幸である。共の仙怒り' ボれば限りもなく色々不合理なところも多いが 、要するに査を充

すに念にして質を府lみる遺り方である。

然らばか〉る意義ある事業の完成主? 期し限々の欠陥を除去する篤めにはどうすればよし 、

カ' 。

第 一 l こ徴刑事務を掌. る 11哉業謀、職業紹介所の係員が建築にますする正し い認識を持: つこと

である。若し理解がゆかなりれば建築専問家に聴くことである。建築徴用事務に付ては建
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築家は全然無視 されて居る現献である。餅は餅屋 にの諺の如〈 、建築のことを建築家に聴

かな し¥で どうして完全を期することが出来ゃうか。

更に遡っ て考へれば軍部 t 建築界との連絡をもっと緊密にすることである。箪が直接に

建築界に 11乎びかげ建築界から箪の緊念の用 に役立つ 人を必要な ?ごり選んで提供するやうに

することが出来れば最も理想的である。

か〈する矯 め に は何よ り も先づ建築界そのものの統ーがＺ必要である。ｾ属 、 官吏 、 公吏

並に民間建築家主? 一丸 として 人事の交流を鴛し得るやうな機出を逃ることである。此の場

合 貰 際問題 と し て 軍属を自 ｲｬ ｾ に 民間に時任することは出来ないかも ＹＺＱＱ れす ｜ 官吏も思給共

の他の閥係で特別の場合を除き不可能かも会11れなし 、。寧ろ官公吏、民間より箪に徴H j され

る こと の方が多い と 思ょ、。従来建築家の人事は同じ〈官吏の内でも役所が異ると抑任は ｾ ｉ ｬ

々困難ぜあ り、 殊に官民の 人事交流の如きは殆ど不可能である。現在建築家の仕事の内容

は官 公 署の事業艇に於ては主 とし て設計 ー を拐し 、 ｾ怪行政を＿ Jj<:る長1¥市計輩、建築Jlit 締の部

門に 於ては都市の計霊と一般民家の取締りに専念して居れ民11i1の建築家は民家の設計叉

は一般建築の施工に従事し 、此の外，製伎の数段は建築の墜術即論につき後進を指導する。

各々自 己 の好めるところに従ひ特徴技能に陪じて自ら分れるものであるが 、 建築界もヨ ｉＺＧｽ ［ ｾ

の場合、之 れ ら建築家の彼此融通有無有油 、す' るの j全力; 開かれれば極めて大なる利錠を得

ら れ る こ ｾ ￨ 思ょ、。現在相融通する ｉ ｾｊ こ於て悶 ｾｬｴ な原因の一つは 、 建築家が現在のｻ立地，に

悶:むし過ぎる H 寸、こ主 にあ り は し な い か。日 ｬ よ ｢ 各人の特徴 ｾＱＡＡｾｩｩｕｬ することは Ｑ ＫＱ来ない

が 、 建築杢般 に付 ての理解 ｾｾｦｪ ｴ ＼ ことが建築家各自の特徴ｾｊＱ｛ｅｾｾむら し、 普通の事務家と

異ると ころなきに至らしめる。建築家は各々自覚と努力とに依てノj 、さき天 j也に閉まらや 、

建築各部門 に劃してJ ] ! _ j I 停を持つゃう努めなりればならない。次に使川者叉は上司の立場に

立つ人が非常の場合 lこ於て建築家全互に融通することに珂! 桝と同和!i e  ｾ持＿こなりればいり

な い 。又此の方法を ｾ ｲｲｾ 沼 ・ 三らしめ、徹底せしめる矯めには建築界に強力な Ｑ Ｚ Ｑ Ｎ Ｑ 央統 ｩｬ￬ｬｊ 機闘を

置き、有力な る人情者を中心 lこ持fこなげればならない。その矯めには建築家が自己の才を

悼んで互に.11反援することを辿付 、偶像的にも中心人持者をJ f t り上げなりればならない。

同じ技術界の仕事に於ても建築は人類の生活に極りて密接微妙な閥聯を有する。 一般枇令

人の建築 に 封するｾｊＡｪｾｦＮｾ待つ迄もなく土住んで枇ギ＿を悠 霊長 し枇令の改良をしなりればならな

い。建築が悪いが矯めに起る国家的 、人類的の大損失は今夏繰返す必要のない程のことで

ある。程築家全般が協力して自ら之を矯すに非十んば百年河清ーを待つ lこ等しい。建築家は

いつまでも職人気質仁自己満足することなく 、iltt 合教育、F刻家殻展の温床を巡るのにとい

り自覚tこ立fこなり ればならな い。

三たに軍部の徴Jl j 方針並に建築機構に付 て一考を煩はし皮ぃ。先づJt の徴ru方針に付て一

言す れば、現在の徴f I ] 方法に於ては民間の有力なる方 i白iの利川が足りな いのではないかと

い ふ こと を廃 れる 。現在各砲の建築統 ｈ ￬ｉｊ ｾ交けて一般民間 ｬ の建築事業は激減して居る。従
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て民間の建築事務所は仕事が減少し中 tこは無〈て困るところもあると思ふ。か〉る事務所

を利用して 、設計の下請りをさせるとか、事務所主以下全部を微mして油首な方耐に共の

技能を揮はすとかすれば 、部隊長以下よ〈趨まつ fこ立祇な一つの建築部隊が出来る。やが

て聖戦の目的速成せられ民間建築事業も盛 lこなる頃、徴mをi fJ I( ，除して J t の設計事務所に還

元する こととすれば、軍民共lこ利尽を得 、所調有無柄通じて極めて結構なことと思ょ、。或

は軍機i縮減といふことが反釘の辺 11-1 e して禦げられるかも知れないが、従米地工の場合に

於ては請負人には書類園高を興へて居るのである。軍機j精i史に付て請負 人は心配ないが設

計事務所は信用炉ならぬ主いふことはどうしても首肯出来ない。是非是は研究して戴き度

ぃ。ヨたに現在召集されて第一線tこ活躍し又は原除に居る 勇土の 中には建築専問家に して優

秀なる人も相官に居るのである。か、る人々を建築技術を要するところに廻せば共の人の

特徴を生かし得ることとなるのである。かういふ方商の研究をさ れては如何で‘ あらうか。

次に軍の建築機村? を見るに 、現在海軍には建築局あ り陸軍には建築部がある。海軍建築局

長は土木技術官であれ陸軍建築課長は陸軍大伎である。夫々の最高方針に依り然1T' 定め

られて居ること と思ふが 、建築のことは建築家でなりれば本惜の事は分らない。如何なる

建築家を徴用すべきかといふ場合に、勿論建築技術官の意見を脳酌されるこ t れ土思五、

日、更に慾を言ふならば、建築界の空気を充分祭如i する矯めにも建築技術者を建築部門の

首) l 齢者とすることである。更 lこ叉百尺竿頭一歩ーを進めて建築界の中心的人物を府l問として

招贈されｾは如何であらうか。岡 家の 凡ゆる方 面に於て再組織 、 再編成の 叫 ばれる秋であ

る。聖戦の目的達成主? 闘 し*i l l I 建設百年の大計を樹立完成する矯め には既往に囚はれ十

再出張することが必要である t 思ょ、。

建築の事業が真に岡家吐合に役に立つのは之からであると忠ふ。大東民建設といよ、重大

事業遂行に際して、さねこも :吾々建築家に協力を求むる の乎が差し延べられ?こ。此の機千? に

於て建築界の大同国結を計り、建築全般の向上褒展を岡り度いものである。
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建 築 技 術 者 と 園 民 徴 用 令

新 名 種 夫

陪 Ｑ 家組、動員法第 ＴＱ 条の規定に恭き 、 本年 Ｗ 月 Ｑ Ｕ 日より岡氏 ￭ｪｈｉ ｊ 令カ［ｾ施せられ＿こ。Ｈ朝

鮮 、高 崎、樺太、南洋得; の河内民地では 10月 l 日より費地〉

徴J.j j 令の殻ギfj を必要とし? こ瓜. ! . I il は、事鐙に伴」、設工業の設民に依って 、移しい技術者が

その方面に吸牧せられにことし多数の背Jlt 年? { . の兵役に動員され1ここととの憶に 、特に

熟練工及び技術有-の不足うlii1: し〈 、聖 戦目的議行のねに同次の必要とする人 nを、1Pi!人の

自[ : 1. 1意志営基調とする方法では 、到底満足に集める ことが! 1¥'>kなくなっ? こmである。

被徴 用 者の業務の純問は 、 同ＪｾＮ娘、動員法第 Ｓ 僚 に 規定せられてゐるものであるが 、 最初

その業務障問中に建築及土木は合まれてゐなかっ fこものを 、百n 僚の 9 ｾＱｽｾ＠ ( 前各蹴ニ掲ク

ルモ ノヲi徐ク外勅令ヲ以テ指定セル岡家総動員上必要ナル業務) に依って 、 7 月 5 日徴刷

令公司iの間際に粕令を以てこれが追加lせられ、而もその質砲に官つては 、他の業務に先じ

て第 1 に建築技術汗の微川をよi U こことは 、政府が時局下に於げる建築技術者ーの重要性を 、

この徴用令の夜干fj を?機( 0"7に、初めて 、而も切賀に認識しにことを表明するものであって 、

事鑓後機合ある臼にこのことを強調して米? こ我々建築関係有ーとしては 、世然であり而も徐

ｾ＠ ｜ こも遮時であっ＿ことは言へ 、 Ｍ ｝Ｎ住我詰Ａｾ l " 得? こりと言ふべきである。

他の技術者に先じて 、民先に建築技術討に彼川令の述j川を必要とし? こといふことは 、 と

りもなほさすも建築技術討の ｊｉ ＢＭｆ角的軍要性と 、 その極度の人民不足 ｴ を ｾｾｾｉ 味するものであっ

て、本 年l支新製年の開始に蛍って 、大接及専門感校等の工: : f . ;1に於て 、各製刊共:. i . : : [ i の増加1

{t' ' { 古局にI j l 請 し?こ際、建 、持及斗. 木の同刊日 lこ到しては 、必要なし t してその精力11を認めな

かっ＿二世局も、本 ］ Ｂ ＺＭＭＺ［｝ ＲＺ Ｎ 立 ｾｊ ドともこれを認ぎるを得なくなるであろう。

建築波術者に到しでは徴J1Jが行はれる迄 l二、 各府臓の職業紹介所・を過して 、既に再三戸11

裁の重要事務に携はるべき人員を起築技術討を持ift する各方[ 白ーに求めにのであるが、その成

事況が思はし くなかっ? こといふことは 、一般の建築関係事業に於ても 、微川前既に建築技術

者- の冗民主? 少しも有しなかっ? こことをよ裏書するものであって 、一方に於て建築家自身も充

分に自己の立場のA 要性l " 自党し 、械臥以て邦家の矯に全力を話E1 ぺきは勿論であるが、

ｲＮ ＱＨ Ｑ 家も亦建築技術者を平和的不包Ｚ産業にのみ閲 ｧｾＱ するらのの如き先人引を拾て 、 機械 、 電

筑 、餓業等の方商と同様、迩にその人的資源の孤養に努め 、|刊に針しては 、徴I ' I J の影響に

依る内上也事業の停I頃? 主主ひ、外に到しては 、岡家総力戦下に於りる建築技術の重要性を雌

認し、建築が総ての技術の動員に先行すべきものであることを認識して 、大陸建設の根本

計設を樹つぺきである。

建築技術の進 ＱＱ Ｑ Ｑ の ｬｅ ｕ ＱＮＮ Ｑ こ大 Ｑ Ｚｾｾ Ｑｊヘその ｴ ｬＺＺｾち ｙｩｬｴ の慌 に 如何にその建立事業に支障を米しつ
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つある かを 、こ の機合に考へ る必要がある。

建築技術者の徴用に閲 して、 建築皐合より厚生大臣宛の意見蓄が提出されてゐるが 、 こ

れ に 封しては その Ｒ の『徴 用人 数ヲ指定シ共 人 選ニ首 リ 主 ｉｈ ｾ 者ノ進言ヲ掛酌スル云々』の

1項以外は賛成である。

厚 生省の 取 扱もこ の項の ほか略 接合の意 見 通 に な って ゐる様であ る が 、ｾ 可慾を＿言」、なら

ば、給輿 のｪＡｦＮ定 に 蛍って牧入の貰欣を充分倒的され度き こ とと 、内地 勤務者・に ｾ ￍ しでも指

定の場所に勤務する こと lこ依って生活 に支障の起らな い程度に充分の三尾治: f : 初1¥はれむ・こと

を望u 次第であ る。

士里 め 〈 さ

.  雑誌、「ダイ ヤモン ド」主fl 日の座談併で、阿部員之助が次の様に言つτ ゐる。

一一フランスのマジ ノ・ ラインでは要去の内外で気障が泣ょ、 、要塞内の気底力; 高い

ので毒瓦 ｪ 析が来ても要塞内に入らぬ。 ｲｾ から悲瓦斯も要去を落すに足らぬ。と

過日 大阪市役所建築f -l t _ " r で行つに防護宅の防悲賀験は 、極め て僅かな気回Eの相異

に依っ て‘ 充分にま伝瓦斯の侵入を防止し得ることを立詮し? こ。マジノ・ラインの恐る

べ きはそんな現制な賄の透か彼方にある。

.  近刊のドイツチ エ・ フオルクスヴイルト誌0i 'j肢のウイルヘルム・グレツクナ

ー博士の統計に依ると 、1938年度のドイツの建築欣況は前年に比較して労働居術数

に於て14%増 . 建築総費 lこ於て 1億マルク増の 110億マルク ( 1932年度は23f :ili:マル

ク) といよ、躍進を示してゐるカヘこれは80ガまで政府方面の建築が占めて居り、労

働時間も 8. 2%延長されてゐる。

向 新し い 建築の ｾ ｉ ｾ で地下建築が ｪＲｾ 精してゐることは驚〈ばかりでＮ金時の Ｗ Ｐ ［ＺＸ 近

〈を占めて居 b 、 ドイツが今日に針して久し く準備してゐ? こことが充分に祭しられ

る。 地上及地下建築の割合は次の通である。地下建築 69. 7%地上建築 27. 0%，

・本年五月蹴の「大大|坂」の電位50周年記念蹴に、l明治22年 5月大| 波電慨が営

業を開始し＿こ頃の話が ｩ ほってゐるが ・ Ｇｅ［ 時の枇員の給料 ｦＺｾＩＭ￭Ｇ， ばしに同令枇の完敗に

面白い数字が出てゐる 一一

ｾｾ ＵＱ ｦ ｬ傑蛍合計 ー ノ給料ハ左ノ如シ 一一 首時の貨幣償in1 e 今日のj さとは

枇I支|瓦 配 長紺人i  

月中台

同

同

副支配人 |司

技
記(:J li 

同

害: 同

技 手 同

手 代 同

50闘以. J : ' .

15闘 同

30閥 同

201到 同

50闘 同

10隠| 同

10関 同

6闘 同

150闘以下

30闘 同

70閑 同

50間 同

150闘 同

30阻| 同

50阿 同

12国 同

雲泥の相異があるから上の金制そのも

のは今日| 問題ではない。| 問題になるの

は各l険相互の給料 の比較である。技師li

の給料カ ;nH: 長と同等であり、投手のそ

れが取締役を凌駕してゐる。

技術者寓能の捺さへ聞かれる今 日、

諸君守口、て如 何となす ?

・ J'Dt午: 入札Hl IJ はどうも低物倒政策

徹底の障碍ーになる といふ ので 、最近政府の賀入賞桝は「蛍分の1m随意契約によ るこ

ととし 、適正な償偽tこ於 いて ストツク に雌じ注文を設するこ と」になっ fこ。 これは

政府の大英断 と言へ る。

建築工事にまうI しでも次第 に同様な方法がmひられるf 嫌な傾向になりつつあるが、

「特定の業者と随意契約を結ぶ J illl J度は極々 弊容を{ ' f ; 、事が認められに結果、j筑守1・

入札: I ;I Jが出来Tこわげであるから 、 この黙を池首に考慮して弊容を除去する方法が締

せ' られる ならば. 随意契約は寧ろ今 日の時局 に池肱し7こもの と言へる。
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主

母 瓦 斯 就 て

関 谷 房 春

空襲時瓦共rr部投下又は瓦斯雨下等のあり?こる 時これが完全な防護を い? こしますに は、凶

民一般がその瓦斯の極類、性刊 Ｑｾ 等を＿十分認、量産しておいて誤 ｢ なく終ついて防護することが

肝要であります。

質 際に用 ひらる〉瓦 斯の多くは民の瓦斯 ｩｬｫ のものは甚 Ｑｾ 少〈質は霧 ｪｕｾ 又は雲献に捌散せ

る液腫、若〈は聞瞳であって・決して践絡なる意味の瓦斯鰭ばかりでなし 、。 然し一般に人躍

に直接影響を輿へ共の にあに戦闘力を減ぜられるものを725 瓦斯と栴してゐ ます。即 ち人髄

又は動物1二割して外部的に若〈は身簡の内臓に直接生T型的に悲作用を及ぼしこれによって

その生命を奪ひ或は完全なる身臨としての官能ぞに 一時的叉永久的 iこ破壊する のでありま

す。

A 瓦斯の種類及び特性 ( 別表参照)

甲、瓦斯は生理的 、傷害設現の遅述、戦術的特性等により分類し得るのであります。

一、生理作用による分類

1. 窒息性瓦斯

窒 息、性瓦 ｪ 析は Ｊ ｏｕｾ となりて効力 を現はすもので ｬ 呼吸器特 に 抗管及び ｊ ｊｩｉｪ を胃すものであ り

ます。

例、盟棄、ホスゲン、 ヂホスグン等

2. 催涙性瓦斯

1m涙性瓦斯は気欣叉 lま微粒子となり て限を刺殺し濃度ノj 、Tよる場合でも 、1m涙し一時制) J

に障碍を来します。

例 クロ ルピリ ン、臨化アセ トフエノン 、臭化 べンジル等

3.  クジャミ性瓦斯

クシヤミ性瓦 ｷｲ は大髄において悶睡微粒子となって効力を現はし鼻腔、 ｈ 凶 ｈ 供全ｾ［を ＿ 刺戟し

クシヤミ 、 咳欺 、 日匝吐等主 ｾＱ 躍すのであります。

例 ヂフエニル躍化枇索、ヂフエニル背化批素、アダムサイド等

4. 中 毒 性 瓦 斯

中古性瓦斯は筑献金して効力を現はすもので主として市111
粧系統又は血液 lこ作Fj -J するが、

普通空気よ りも 軽〈速かに繍散する。

例 青 酸、一酸化炭素等

5. o誕 嫡 性 瓦 斯

Ａｾｾ糊性瓦斯は液状 一 及ぴ濃厚 ｝Ｚｦｊ 析にお いて は後 ｩ 昂にあ ・い て皮 ｬ 首にｾ抱を米し次でこれを雌
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閥せしめ又は稀荷なる気献と雌も長〈これを ｾｩｪ 暴露するときは ｮｾ 及び ｈ 乎吸器を胃します 。

二、戦術的用法による分類

1. ー時性瓦斯は繍散性大であって速かにその効力をうたふものを謂ひ窒息:1生、 クシヤミ

性、中毒性瓦斯は これに鹿しま す。

然れど も地形天候によって数時間その効力を持献することがありま す。

2.  牟持久性瓦斯、催涙性瓦斯の如きはその斑類及び使FU法の如何によってー11寺性又は

今時久性能を現はします。

3. 持久性瓦斯、 は地商迅- 路家屋及び草木等に附着して徐々に気化 し長時間その効力を

保持 し 通常数時 ｩ ｪ［日乃至数週間に及よくものでありまして主として ｬ 拠開性五斯はこれに ｊｾ｜ しま

す。

三、傷害控現の遅延による分類

1.  即効性瓦斯は直にその傷害を殻生するものを云ひます。釜息性、クシヤミ性、仙波

性、中毒性の五斯は多〈これに麗します。

2.  遅効性瓦斯は接蹴二三時間乃至十時間位で{ 怒っ存症:IIJ ，を設現するものを交ひます。 5i 11

間性瓦斯はこれ lこTf . l します。

乙、防護上より見たる瓦斯の特性

一、 普通の開丸が命中すれば最後約で防護の方法はないが瓦斯は化撃的手段によって或

程度迄防護が出来ます。従って瓦斯は防護完全なものに釣しては効力は著しく減殺されま

す。然しその防護方法はWI 首複雑な原理に立脚しであーるから不断の研究が必要であり又 そ

の使用者は防護器材にますし充分なる明解と訓練とが絶到に必要であります。

ニ 、lIJ 析はその陣類によっては金属を腐蝕し叉器材、飲料水を汚諒するものでありま

す。

三、 瓦斯はT象期しない場所迄流れ叉は立外に永< i' 1i:'tmすることがあるので決して油断 し

ではならないのであります。

殊に際問性瓦 ｪ 析力 ｱ ￎｩｾ干 ｲｩ せられ ｔ こ場合は数日 ｬ ｩｬｊもその効 Ｉｊｾ 持献しますので注意を要し

ます。

回、 瓦斯の効力は季節気象及び地形地物等の影 ｾｧ ｾ i " 交付ること組めて大であります。

1. 風、風速小なる時は永〈一地に瓦斯を ｾ￬Ｇ 借問せしめ風辿 大 なる時はこの反主 主 ｉ でありま

す。風向は五斯の退路である紋風下は危険であります。

2.  日光の ｪ 照射を受ける時は一般に上 ｦＱ ・気流を生じて ｝ＮＮｩＮ 斯の効力企辿か ｴ こ ＨＩ ｵｾ Ｑ れ、 ｦ こしま

す。

3.  筑視高い時は持久性瓦斯の持久度をノj 、ならしめますが低い時はこれの反針でありま

す。が極寒地においては凍結してその間妻子しく効力を減守ることがあります。

捌; 暁叉は海英等のよく凪いでゐる時には良〈低迷します。
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4. 霧及び雨霧は通常瓦斯を抑留して効力を増大し細雨は殆んど影響なくそして大雨は

空気中の瓦斯を沈下させ持久性瓦斯を流して効力を減少せしめます。

5. 低地、谷i也、市街地、森林等は永〈瓦斯を滞滑せしめます。

以上で大韓瓦斯の積類を申上げ? 二課でありますがなほ消奇剤及び救な法については表に

詳し〈書い でありますか らそれを御覧lこなってい? こ Y き? こいと思ひます。

共に建築専門家の皆様方に直後開係のある防護室のこ主につき申上げませう。

B. 都市空襲における瓦斯防護について

ー 、 家 庭 防 護

= 、 集 国 防 護

ーの家庭防護としては一定の部屋を防憲室にあて〉戸障子に目ばりを? することカ: 一方法

でありますが宰製の際は爆撃を琵悟しなりればならない開係上日本建の家屋では爆風の? こ

めに折角作つ? こ防毒宝も破壊されるのでありますから防毒室を作つでも防毒商を用意する

必要があると思ひます。なほ老人や子供に1J しては防毒蚊張を m意する必要があると思ひ

ます。防奉安の設備についてはこれ〈らいにして置きます。

個人防護としては何と申しましでも防毒面を用意することであります。若し防毒商のな

かっ fこ場合は手拭を水でしめして鼻孔にあて〉防毒班員の指即に従って避難することが肝

要であ ります。

二の集国防護の場合を申ます。多人数を避難させる iこは集国防護室を設ける必要がありま

す。向故なれば七 Y 単に五万 ｦ の流れてｾ＼Ｚるのを防ぐといふのみなら十日ばりやその他の方

法によって防ぐことも出来ます。がかういふ場合は爆開その他の爆風を覚悟しなりればな

りません。爆風に釘しては戸障子の密閉は却って・惨耐を来すのであります。従ひまして日

本建の家屋に避難してゐる場合は矢張りマスクを用意して置くことが安全であります。又

老人やw年には矢張り防毒蚊張を用意して世かれTこなれば向更安全Tごと思ひます。

次 iこ完全な防苛r室とい? こしましては洋式の堅牢な建物であれば結構でありますが防護室

をその何れに設くべきかといふことを項に分りて巾しませう。

一、防弾の黙も考へなげればなりませんから地下一階の部墨を泊嘗とします。若し地下

に誼賞の室がなかっ? こら 一階を使用する。然も外に商して居る部分の少い真中の部屋が最

も宜しいのであります。

ニ、部屋の商僚は一入賞り、宝の商伎はO. 6乃至0.7平方米、部屋の床と天井との高さは

2. 5 で O. 6  x  2. 5 =  1.5 平方米以上を妥します。これであれば三時間〈らいはそのま〉では

入って居ることが出来ますq 然しこれは一同が静粛iこしてゐる場合のことであって立ち騒

いにり喧騒する場合は非常に空気が汚損されて時間が短縮されるのであります。それ放に

平素から訓練を受げて居るものが一定の防護宮 lこ入つ? こ場合と不統制な民衆の入つ? こ場合

とは時間的に非常な差があるのであります。

x  2 0  



そH-l.. lこはドイツでは三立方米と規定してー立方米の時は絶i . j に換気を命じて居ります。

この路曲にはいろいろ式がありますが要するに防毒マ施i盈{ f 問ゆるを最も趨首とします。

この泌画については l¥守米什様方が十分そのスクの大きなものに匹敵するものであります。

能力主僚機の低廉なものにつき御冊立を願ひます。

三、 避難所には前室主後5R とを設けて置かなければなりません。

直に瓦斯が後宅に入らぬやうに設備してあるのでありまして前宗が爆破され＿こ場合に ｩｬｬ Ｚｬｊ ｾｦ

そうして I-H入に| 緊して

する? こめに後宅( 本宝) Iこは大工道具の一式と避難所の切開昔器具を備へて置く必要ーがあり

ます。

回、避難所内でマッチをすって火が軸木に燃えつかすに消へるやうになると空気は駄目

この時の炭酸提斯の量は 3 パーセント以上になって用ーるからであとなっ Tこのであります。

ります。決酸瓦斯は少くとも 1 パ{ セントより以上生ぜしめないやうに沌:なするを要しま

す。この部屋におーりる安気は一人常り 60
L

与を法ると l パーセントの炭酸Jumで檎紐する

ことが ｾｈ 司ミます。

五、設置場所、建物位置

各防護聞において牧存J 二便利なる j 也鼎

ピルデング、撃校、地下獄叉はーl特

大道路、腕場に商する場所・

己ななき 地域は大建築物、ミ干院、台風L、合J i H等を選定します。

六、構造、 建物の都合 iこより一定せ十少人数にして多数設置すること。

七 、煙突の設備 、地1画をJ - I j ひさ' る場合は煙

突を持って換気する方法もありますが煙突を

手

一

照

時

系

人

前

叩

陣

院

-

会

支

ザ

ili る場合は佳! 突の根本に安全妙i'{t' つりで置い

て外へ外へと ＱＺｾｾｾｾ が ｉ ｈ るやうに内部の空気が

外から入らぬやうにする必要があ ります。

大牧存常の大きさ大建築物におけるそこの

従業白の避難所と一般の人の避難者とはそれ

fl 主圭一|

ぞれ別々に院別するのが宜し い の で あ り ま

それは l 合 il¥t I  接校であれば首JJ 向者ーとかす。

準校の先生の指揮命令が行はれますからや〉

x  

大きな牧察力のある部屋をつ〈つでも宜しい

ヵ; 一般民- ; / / . えを避難させる所は 50人くら いの収

容力のある 11日屋を数多く設り志のが安全であ

2 1  

ります。
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八 、 高 層 建築 物でー四階以上 の 場 合 は 一 時 性 瓦j析 は 安 全 な り と 橡 想 さ れて 居 り ま す か ら そ

れ以上の高さなれば尚更安全 ｦ ご と思ひます。 ＱＱ ざし爆撃に到する汚 ｬ 占Ｚから下位にある部屋ｾ

防護宗主ミ〈は辿ー難所にあてき廿る諜であります。それで防設' f . ¥こ煙突を立て る 場 合 も そ の

貼＼ｦ ｾｊ｟［ Ｎ｜ｬＺ に 入れて設げられ る 必要があります。然し第一ね ｩｬ と戦線より速く向性れ＿二本問者 Ｑ｜ 市

を 空 襲 す る 場 合 と は 白 か ら 使 fI] す る 奇lIJ 析にも間々の依1 1 1 " 或は一定の芯J U切に 制 限 さ れ る

の で は な い か と 思 lまれます。

ｾ｜く に 持久性瓦斯の Ａ 放ギ ｩｪ ｾ れ＿こ場合にあ‘りる泊苛［方法を巾上げませう。

道 路 面 消 毒 法 一 覧

E寄 商 慮

微滴雨下の場合 | 交短i繁華なる場所 lまなし作れば30分以内に* にで洗ひ流す

( E骨頂Tの種努l i ' 問はや) I  1主主i 置して自然消毒に待つ

霧消大なる場合及び投|

下弧による汚設の外周| 出来得る限り漣かに水にで十分間沈ひ流す。これを繰返す

域 |する舗道は附粉乳測と水をもってj祭するを可とす

f  路面の極煩を7問は t .) I  

投一H 翠斗子[，}ti !図の消毒 I ｉｉ ｾￎ 粉乳密 ｴｊ 及び Ｗ ＱＧ＼ 、 総日によく ｪ 祭込む十五分その伐とする。
泌しき昔日位 ( 石敷き) I ひ流す。

石初舗装コンクリ ー ト ｼ十分 間ノ ｫ にて ｾＱｇ ひ流す ｬ 附粉々求制 ｩｬｬＺＨｲ￯ す。 五分 間 決百台よ
l L最後に水にて泊ひむii す

|十五分間水にで洗ひ流すも紙同の援会側軟化せるを認じる

木 煉 Ｚｲｾ＠ 制i 段 ｼ ム苦し淡の飛沫を認むるときは Ｗ ＱＧ＼Ｎ ｩ 光前にｬｉ ｾｩ 粉及び ｬｩｪ 、を ｉ 卦げ
| を擦りー内至二時間紋置す

タ - ｉ レ悶め制孫右ピツｼ十五分間ＷＱＧ＼Ｎにて洗ひ流す汚議甚しき部分はｬｉ ｾ ｩ 粉 ｨ 米ｩＧ用ふ
チ 及 び ア 丸 7 アル ト | 加熱を用ひ? 斗ベし

ン ト 同 め 制 孫 右 | 出来れば自然校置主す の消毒必要な る時 l立l阿粉を撒布して

| に青Jf かに十分間7} ' c を? 訊: す。

線 地 及 ひ 芝 住 等 | 二乃至三川の土を力、げ自然ば置と す。若し汚悲机下1弘tl股1

|  きとき{ は主土三n附F阿v粉一の，暦腎ををプ主決長面に1加j川日ふベし。

建物Ｑｴ与す子法Ｍｾ ｪｩｾ＠

治 意 毒 物 蒸 気 に よ る 汚 諺 に 射 し で は 消 毒 の.'tl_iなし

ｾＡｊｬ＠

、 その他の場合

、直 l fi 直行i ' 要

最後に7) 1: . にでiJE

く ｪ 祭る。 ｬ ‘ Ｗ ｪ｜ｦ，ｉｾ

ときは砂にて[ 依

るべしよ〈茨而

場合により道路

十分間以置す次

材 質 液 状 汚 毒 に 針 す る 慮 置

| 彰irlUJ :i参み込先ぬ内に水にて洗ひむlt す。 1旦しほに手; 墜れの| 時 lま7k i' 使用せ

石 造 叉 は 煉 主 主 治 | 十l町粉乳到l及;ぴノ'k i' 決而 に吹付げ叉は燦り付くべし HJ ，氷件る限り その依附

| 着せしむ少くも二四時間以上比操作金繰返す。

コンク リート 及 床 F イ 17k に洗ひ流す l町粉及び札酬を周ひ茨商を7十 分i祭る六時間その{ 議紋置す 。7k

| にで洗ひ流す。なし件れば政ソ ーダ溶ir主主「塗る汚議限度大立つ長時間接絢

ル | しあり? こる場合には居住を要する室内の床は全部紙快へを必要とすべしo

m 面 タ イ ル 1 71'<にて洗ひ流し附粉乳剤と7 1 ' < . と叩ゅ、総 目 に は 待 に 時 す べ し 。

I II i"i粉泥1 : 7k  1: i ' 訟何すげ若くは吹きつげl I i "i粉泥と五1(:， /: 0 交瓦の府とし少くと

水 性 塗 料 盛 百 | も 48i 時間その依附着せしむ最後に洗ひ去り新1: に水性塗料又は班限 Y ーダ

| 浴? 校舎主主る。

紙 技 の 壁 商 | 紙 を 剥 ぎ 取 り M 後前項問機に滋すべし

x  2 2  



家 具 煩 消 毒 法 - ｾｾ＠

ロロロ 4お tt 耳目t 法

竪 木 製 家 具 Iｾ涜動パラフイ ｹ に て附充着分せ拭しひむナ‘ る後限i粉 と ワ セ リ ン と の 混 合 物 な 長 時 間

( 少くと1 ， 48時間〕 。

紙、ての布紙とをァ木枠より剥 jなるを要す。放に寧ろ焼却して他のものと取換ム

羽7 紙
君Ｍ、ｾ ・ 具 る{ <>件後 するものむめ毎 るべし

治家ーをなさんとする 合; ま次の如〈底辺すべし

毛織物、 沸 R t) t に一時間没演す

綿 織 物、 綿製衣服と間十誌に感想す

卒、長持陪I熱風に燥す汚m大 fよる場合lま焼却するを可とす

詰 物、熱 風虎埋も 可なるも 焼却するそ安全とす。

事主

翠 | 毛 仙 川 織 な る カ に よ り 仰 ] し で 酬 の 境 川 様 に 町 。 蒲 閣 は

蒸.4l i . i .威}む' l li にて庭環し得ベし。

汚吊穆tiE微なる峠! ま屋外において普通の認候なれ防ば七日問答泉に 11. 十四日l t &

す、 L し毒液浸;1司しすゐる" キ l立地質の扮 (#i{r: Ili-i  ，，'1: め屋外に恕 /11 する前に

紋 鍛 兵 他 の mx 物 ｩＥｩｲｾ ソ ーダ 溶液を ｾｕ 校 ＷＲ ベし。

繊却 椴の務主李主 ｫ しきものは ｩ 別格ノ ｫ 巾に ニ必 問浸泊するか ｊｾ 設備な きときは焼

するをｾｊｉｩす。

ノ
リ ユ ー |来fご 伽

ム す。損耗し1: 1.， L のが地質内部迄汚王手し1: る貌‘ 合に焼却する守安金とす。

金 属 家 具 煩 | 削パラフイン又lま石油にで拭ひM 備 制 る 乾 布 に て撚る

ガ ラ ス 及 び 陶 磁 器 Iz索H脱後水lこ又はlま不則適粉〕浪w:;谷i(1 t : にで混沌するか又[ 主流動バラフイン石油にて拭ふ

注意 家 具傾 [ 立大限が直泌f主婦する ものでゐるから起る危害を' 考慮し限定t 的な消毒法[ ま倣祭ぜ

ねは! ならぬ

以上大韓諒瓦j析の間類と防護常の設置上の地位 と持

ｅヲ次 Ｓた 〈 為第 ￭ｾ であ ります。 その 他 の鈷につ いて は 他日 機合がある時 に巾 ｊ 二げ Ｗ こいと存 じます。

( 昭和十四年八月十五日 一一大阪府建築協合席上 lこ於げる議戒の速記〉

2 3  x  



_r 
｜ ｾ伝［ＮＺＺＺＺＺＺＮＮＮ ［［［ＺＺ［［Ｎ

満 瞥 見
品
U

U

大 石 忠

げて ｮ がｾれるまで優 に Ｖ 時間内 地 の牟円もあ

る。 共Ｎ・ｾｾＺ 聞を手 ｉｊ ｽ 有 すれ ば 何 かー 仕事出 来相 ｦ ご。然

し技術屋はなかなかに忙し〈現場を 3 4 ケ慮持に

されて居る法等現場設督となると 、 14 時間の労

働 k なる。日はかんかんH買って居るの に 3時 o過

ぎると浅業fこ' 1 : 言って居るあ「二り 、 内地とは大分

に ｾきを異にして居る。合ム人毎 に 、 内地に ｓ 寄っ

i : ら11i111こ、凡に 、i号には母に 、 自分が元朱にやっ

ーー で居る ｉｊｾ のみ通知して欲しいと依頼される ｂ 患を見

ロu

夫

ると 、i雨沙Hに居 る人主主 l立総り手紙なんか密かな い

らしし 、、 し又ゆっくり手紙でも替かうと言ふ様な

雰図気ｾ 持れ な い のかも知れない。

8 月上旬満洲園 iこ行き大i l l 1より H合同f 絞ま でを↑ Ja ｮ 合同Ｚｦｾで東京事長勤苦手報図隊先諮隊の 一 員と語

しく見撃して来 r:o
友邦満州闘を7今日まで 凡 なか るo Ｊ［［ｾをＺＺＢ ｮｾ てから Ｒ ヶ月 、 ＱＶＰ 名の隊員が幾 つ

つれ k 言ム事は甚f f ;立憾と考へて居 r: 彪でめつれ かの製Eに分J 1 . て災地 の関知村に入り ?まからやって

ので、枯しいな がら話題舎を揃へて走り廻って旅 7二 来る本 ｬ 滋の Ｗ こめの住 家 、 道路等を作業してｊｩ ｬｾＮ -1 :  

次第である。日 盟主 I: t . 至って短か〈合つ i: 人 L 多〈 が、終って錦i主主に就いて居る慮で、色 k i 時 ( H、結

lまないが抜競式に散慢 な感想文をなぐり容きして 験を:t 浄土し仁左言ふ。持参の飯! : ; _ を見せて貰 J . と

みる。 白いうj Cの飯 lま半分位で、 あとは灰色のや: i t t 色ので

大主任に ｉ ［｢ ｊ｣が な し、 。朝夕のぬ 間 給 水 ｦ こ Ｎがヂ＿］ｾ 、司 王 ｐｋ って居 ｴＺ 。叉ヲｾ天から火石橋まで東京工業大多

甚だしし、。; 直営 な*i 源地がないので速い大石橋に の与を伎 1 1 名と同車する。一行l立大陸研究令員で

求めて工事t:. t _ 言ム。大規模の詩t:' 。三越の食堂 大連より北上し鞍 Ｑ ＱＱ の昭和製鋼ド ｾｲ で ＱＰ 日間 質討

に入ってウドンを詩文する。すぐ出来ると思って し、 ボ天迄行って 引き 返し笹口力商で賢官 と見皐

言つれのだが半i湾問も佑 Tこされ i : 。この 2 つの事 ｾ行ひ 、 北上して日合前笈より束行し Ｒ ヶ月 間に渉

柄が大陸とは如何なる E包か台数へてくれ -i :様 な 泉 って ｾ￭ おか ｈｾ の産業主ァ充分に研究しようと言ムので

がする。 みつ i: 。又往航の吉林丸には奉天の松村組へ1笠宮

満洲関 1:t. : . J ヒに寄って居るので 大|仮に比べて大分 に仔 〈 の だ と 言・ム都 .Id; 工業集が 3 名乗船して居

涼しから弓と考へて行つれが、放想に反して箆棒 ｴＺ 。以上何れも暑中休 ｦｗｉｾ 利用して大隊に Ｚｈ 践

に暑い。旋}I阪の関空霊山頂で戦跡凡接に来て居れやす し 、 英資際ｾ研究しようと言ふのであって 、 混に

施かの符年図の 1，名が日射病でt白IJh、様大と同粋 熔ばしい現象t:' と考へ- ; : のでみる。大陸では尖資

& tごと言ムn合前夜でも焼〈機な暑さだ。日本人が 源の開設に多数の技術者自? 要求して居る。此駄に

やって来て満洲も% < なつれ b 前人は言って居る 於て白紙の高品生白身力 ;A1虻際を: 1i f f 究に行< :nil :t.if{ 

そう 7ごが、 日本人の行〈鼠 lま何か C何 まで 日本イ七 に3有意義の官H1I と言はねばならぬ。

して終はなげれば: 気がすまな い らしL 、。 恰官官賓の某官惚では投街員 3 名( 建築 2 名土木

粋皮が: . J Gに寄って居るので変の日は永L、。 4 時 Ｑ ， 名〉だが 、 来年度改算では ＷＰ Ｐ 肉聞の工事ｾせ

中に従は明りて 9時過ぎに陽[ 主治; む。だが官総も ねばならん。幾ら頑混ってみても是だや手に筑へ

合 社 L 勤務時間に 8 時か ら3 i時までだ。令祉が退 ん。徴用令 に依って 内地の方から 3 0 名位 の技術
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者を寄越して貰ムかな。なんで言って居 r: o ｾ工

事か我園策上緊要なものとめれば、: をか非でし内

地から際援せねばならな い司王になる 。

倍、入力: 行って図る事lま住宅の不足でゐる。新

京、来天に 於て然う fどか ら遜!si に於て (;4寺にさLイご

しいものがあるものと考へられる。 F吾輩ゐ 1: りで

康にｾ築して居るが這つ力、な ｌ 、。もっとも ml t 築

設も安〈なし、。ペチカのめる社宅で坪躍慣行O闘

と言ふのが相場であると言ふ。叉 3 4 年前に建て

られれ住 宅が現 主で ｬ 主ｾｾＧ時の工授の Ｓ (i古位に取引

されると間〈。新京で紅松 1 :立方 尺 の市債が 4 悶

乃烹 4 閲 5 0 銭石材より木材のつむが 広くなるキ目

? ご。建築伎の高い一因として焼、武の不足 L 丸、込せ

なL、。愈I，h Ｊｾｩ 主主も統制されると開く。 Ｑｮｬｪ 関する鬼

に依れはＧ、不足ｾ Ｇ 補ム針策として奉天の城建を＿と

りこわすとか。中 i!!:*s イ F リヤ建築がローマ時代

の建築を潰して其石材を? 縛用し7二桜な隠悔 t:' 。

新五と め ｔ こりの現場ｾ見る ｴ 面白 L、。先づ必要な

木材を原木の依で現場に搬入し、l必要の寸法に木

挽1複合: 木取りし始める。依って木材の乾何: 期間と

言へば現場ーで作業をして居る間位のもの7ご。基礎

工事Ａ，ｾ鑑簡単。必要寸法に合せて銭裂を作る様

に掘り込み、上からコ ｹ タリ ート をｾｖｦｾし込む。従

って地下の型枠は要らないし埋め戻し等の要もな

い: 認である。然かも共根切 Tこるやキ日常深〈掘り I、

げられる L の で め っ て、砂質等では不可能であ

る。; J : t基礎の上に建つt東京壁が見TこDRi こ甚だ矧 b

ない。同地は右左と砂の混合でもろもほ' してゐ

るo t:. が表面仕上となると下地がi乱雑な処か返っ

て若手涯に出来上って居るかの様に感せ' られる。

3 階窓以上となると構造認のみ鍛筋コ y クリー

ト遣とし、f也lま煉主主で塞いで行く方法となるので

臥米の施工法と同ーとなり内地の来れとは異なつ

に L のとなる。斯様に簡易な構造法を採用して居

る放に、今少し自由な様式を採用 I ｾ ｾｾるもの と考

へられるが、依り是はと忠、J 、明快な姿も見 られな

し、。

友人の下宿に行〈。大阪市内にめる普mi の下宿

屋! 日己屋市I までド足の儀で行げる桜! こし 1: もの

で 、 足首 ・ヵ Ｚ十自信に 喧し ｌ 、 。 Ｖ 伎の苅屋でｾ代 ＳＳ 間

食事ば朝夕の 21主で 2 5 肉、普通 より安いとの: ; r J J :

1:'0 ni) 震を濁りで占領して居る者! 立去って紗〈 、

ｾｾ半に Ｓ ;: おL 入って居るのがゐる。然うしなげ

ればｾの不足で人情 ｬ を牧容し切れない現状打。大

経 1 ｾｾ＠ 5 日位の相場 Tごと言ふ。

主月五 Ｑ の宮下市 ｚ 十 ｾｾｬ ［ｴ 現代Ｑｉ本往築界の象徴でめり

現' 定化さ ，11 l: 沌想 i認とも言 : : t れよう 。図殺に似 ら

れるｾｪｊＺｾＭ，府く 、 ゴてなＡ｛ｾ地に 、 品且 ｎｩＺ 灼な言 ￬Ｇ ， ｬ Ｐｩｴ ぴ

ｾ＠ ｾｬＺ＠ ; る立場にめるのでゐるから 、充分止屯怨日甘な者間T

{ f 建設して11ぴ皮いものでめる o gl H、道路公園、

東洋超' 1!.1; 測と言はる可き諸官衡の15々にる配i託(1

認に面凶限如 1: る L のがゐる。希〈ば個人の住宅

まで集合住宅の様式に統制するを伶(1、 ift に侍; 制

を呈し Ｑｾｾ る ｌ のと忠ばれるもの 、 ｩ 雨ー［世 ｕＺＨ 主言・へ ｾｴ

庖まではやられないらしし、。市面積の Ｗ ｲＮｾ 占め

る応大な公園 Ｈｈ Ｉ￭ ｾｋｲＺ る楊柳と輸に覆 ｛まれ 、 市民

に充分に総ぞ提供して居る事! ま質に茨しい弐第で

ある。又芝先の聞をi制 1 る7 / c が澄み切って居るの

L  気持が叉L、c 1持¥! t して新京 lま71 c に恵まれて居り、

瓦水道管がきをWl の凍結を滋げて地下深〈埋設され

て広回る勾に 、 給水松より ｈｾ る水力Ｚ地ヒの暑さに比

し氷水の様な冷 Tこさ念持って居るのは内地で (1; 図

像出来ない事である。

市内の交証lit幾聞としては馬車が重要な役割を果

して居 b、官ij 後左右止の 5 誇{ f しゃべり分げれば

支い線でゐり Ｖ ＰＰ 米諸 Ｕ 銭、 ｾｴ 以上 Ｑ 0 銭と 」、棋

な規約が I H*i こ相fごが、昨今客に依って路i つ t:

ｨ 婦人子供に濁して Ｎｾ 値を要求し Ｗ こりするのか

I: B1: りして五月t ! i i i ( なりつ、あるとか。

日本人 l立大陸に君主展して返って彼等自身の: 生活

を苦しいものにするとの見方がゐる c 大陸に広級

で内地人を呼ぶ。行つ1: 内地人は不経測に消費し

て次第に物債を月¥ ｬｊ上りＧる結果ｾ泊旅する。大阪

で10銭の西瓜が主) f 京では40銭、11合府案では70銭と
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具合になって現はれ、又昔は安い苦手金の根本み仁 ぎi :。なは洗線型そのもの弘事を主主〈考ではない

いに言つ土居 i :苦カ L 現在では 11l'll 20銭乃至 1 [到 のでみる。

80銭の日給を稼ぐ嫌になって列互 に等、結局日本人 布、1こ無作法な言ーを l止〈事を許して L らふとすれ

自身で共環境を怒〈して居る機な始末でめる。 ば、建築家は淑して流線訟であると云ぴ i: ｾ、ので

納制1の各都市は内 地 と槌んど皇居りがな し、。何慮 める。依りに L無抵抗主義1:' e云ぴれ い の で め

にも内地入の個性が共僚に生きる市街ぞ形成して る。もう一つ露骨に云ふなら 、節操な〈追随的で

居る。少しi能人が多いと感守る限度でみり屈託さ める 、 白設な〈 、批剣カなく 、徒らに武t舎f止を絡

は少な L、。どしどし・ilt ｈｬ して ｾￌ￈ｩｬｩｩ 満洲図を成長さ 呑みに作品の上に反映して、指導の責任感に乏し

せますかね。 いと云ムのである。然しか〉る職業的飲陥l主主主築

流 線 型 是

建築家の生活信念を 札す

-
H

H

 

I

L

F

 

口

今さら流線却で L <' ちるま L 、、 と入 lま笑ふでめ( ，

うげれど 、耳人lま別に可笑しくし仰と L なL、、 と忠

ふ。 いつの tf I から 、統線裂なる音楽1; '1谷間に流布

されれか知らないが、 自動車の尻がへっぴり肢に

なっ f こりきかん車に妙な恰骨子のガウ Y 'i' 殺せ i: ｾ＠

i貯の煙突がl f - ベつ j : ｾ、 駒 ￭ｩｬｩ￯ になっ ｔ こりしれ ｴｮ から

でめる。そしてそれはかなり古 い町でめっ- ] " : 。そ

れぞ今さら流線型で L あるま L 、、 と云ムでみらう

が貨はその頃流線型追を云 k ; f 事しれ司王カ: [ N; Iこ的穏な

のでめる。そのL頁建築界に於ては、むft 線裂とい J 、

音楽 lま既に苔閣に麗し i: ので、交逗il民間J等に質施

されれのは馴lか蒸し返しの感がな いで b ｾよかっ

1: 。全くのところ 、アインシユタインの塔でめる

とか、分自fl 滋某氏 作品の 111の家とか云ふ機に 、風

に剥しでは起 き上 りこぶしの機な意匠C : l ixて意匠

とn11 ; ) が況はれて、国民の トーチカさながもに

帽を刺かしには代がめ' つれのである。もう阪に20

年 L 前の容でゐつ Tこか? 建築家のmの中憾に涜線

裂が位置してゐ仁のである。してみれば今、 もは

や忘れられかげに今頃になって、改めて是非' i ' 考

へてみる事もあながち無駄な本でもめるま し、。

い や 、 こ の記漣 ｬ ま小し ￆｾ 趣味でめっ＿Ｚ。涜線型

たみだしに ｩＢ ｊＮｴＺ い にばかりに 心 に ｌ ない ｾ ｊ ｪＺｾヶ替きす

x  2 6  

家のみには限ってゐなし 、。現代日本のめらゆる戦

#  業入が殆ど皆そうでみるようどo 銚 的 ど こ ろ か

甚1:' しきは附和信問的でさへめる。然し一々列場

正

して、つまらぬにくまれぐちを叩く容は止めてお

こう。それよりも肝心訟築家の問題に蹄って、 こ

の建築家の遺憾なる態度を主しさねばならぬ。

この問題の中協は、建築家の!u t に於りる無J I Dl

ｾ信念である。主ｉＡｾ告と と 主 ｲＶ ｬＺ 切りはなす事力［ＺＱＧ，封 ｅ

ない: ) ; j : i : は云ふまでもな L 、。長i舌のない建築なんて

めり伶ょう L なし、。建築とは生活の外nl のような

ものである。主活とはEEZ誕ff 形造る内容でめり 、

ニ七悶ーでめる。然るに 、一般建築家が主治に約して

悩然 ￭ Ｚ るは何＿こる司 ｦＮＯｲＭ 。尚一府不閥なｾｾには 、 忍 ｴ

築家は復活にｾｊＭして深い埋鮮を持っと自ら忠ひ込

んでゐるのでめる。彪カ: 、 それは型船で L なりれ

ば智裁でもなくまして信念で L何 で も な し 貨 は

上i : . こりなー憾のi l l ! ! 好( 単なる趣好である〉金持つ

でゐるに過ぎないのである c か、る趣好の弘{ 皮の

淑念でめるから 、如.fl併設にも 、右にも左にも 、大

きくも 小 さ く い 熱 く も i主〈も伝活ーを形式づげる

事を呉としな いのでめる。佐治に謝する信念を忘

れにま、2 f 三井主で設計をする 、 それが現代建築家の

態度である o;J!t k ! ま如何に ft むべ きや。は問題でな

い住む入は如何なる生活様式含i f I ・- むや。が問題

にされるのでめる。右にも友にも 、大き〈も小さ

〈も 、県くも白く L と上述しにのはRiJち 、住む人

のお好み吹mに動かされる<l J J . ' i ' 指し7このでめる。

住 む入の好みに逆らはぬように( 古余計なおせっか



い等せ十に〉素直に首宣 言十 する さ ｊｾ を Ｇ以って建築家の こんな便利な、都合のよし、建築家に限って、 向己

利巧な態度とゼられてゐるようでみる。このｾ 築 の生活金持 fこぬ。自分自身が立11何に住む， ξ きカ ' l，

家の j湿度、iみの風潮に巡らは子、色 h の保イキに; 並 列らないのだ。現代日本のill 主主に如何にめるべき

航せ十、逆・らはぬ態度一- i前線型態度をま こと に かと問ばれて L容へ与れま L 、。答へもれなくてこ

物足'らぬ事と私は考へる、のでゐる。 そ首然でめる 、 そんな事は考へてみに< j J : もないの

扶 i舌の信念、兵徳的な事柄、締罰11
1
的な事柄等 lま Tごか らo ｾ ｕ 舌には信念なくどうしてその ｦ 外 泊 ｔ ニる

主主袋家のみに諜せられれ研究 ＮＡｲＮｾ でない事は無論 建築に信念がめらう。め 11れに忠ム。相首交滋な

であるげるげれども 、成〈 ーl止の職業分野を見i! .lし 作品も めり 、ス= 日長も めりそうな有名建楽家が最

てみて、矢張り建築家の分般事項とする事が硲首 近自分の住居合主主てるにめ Tこって、農家をァ移築吹

のように 思はれるのである。とすれば、建築家は ｩｬｩｾ しようとしてゐるときいて 、 淋しい是正持になっ

常に生活に謝する深い信念{ ! > 持ち、進歩的であ ら i: o  ib '> ¥ この人も生活に信念な〈、〈らついに

ねばならぬ. 而 て指導的でなげればならぬ。瞥，1J;. 心でゐるのかとめ lまれに忠つれのでめる。

は居、者に宝量生法を7指示する 、病人のお好みの禦を 建築家に伝活の信念がないばかりでなく、m: 築

役宇る1 @: 者なんでみるまし、。どんなに無智な殺で の様式 1: 就L、でも亦liu1悶Tこる意思を持つや人の少

も子供の 7-: めはに玩具を撰ぶ。猫り建築家にのみ い事はー厨浅念な事. でみる。様式と云ふ院でもな

ｾ ｾＺ活にＧ隠然として言宣言十料金かせぐｊｪｾが許さるべき いりれど 、一つの型例へl i 近時統行の取容屋建築

ではな L、o I ! I l ち建築家は住む人の生活の外箱を美 一一〔日本M! l : 築の再検討 t かなん k か去って) ーー

しくｾＱｩ｜ ＼透るだげでないその ｾ ｕ 首に就いて指導 に就L 、で考へてみよう。数寄屋建築のそもそもの

的でめ らねばならぬ。住む人が初風金好めば、主主 始まりはどんなでめつにか。墜史につにへる最fl]

{ ! >f ! { いれ座数に 、床や棚の工夫を凝 ι す。洋風に の敗者l'屋建築( そんなもののある筈はな いが) に

古めかしくと云へは' 、壁泌を絞りて鑓な電灯を: : ' .-¥. 一寸似通つにものに農民のmJ 墾小屋がめる。 sf1墾

らさげる。同国趣味た' と云へは'、 同会を馳げまわ 小屋とし、ふの l式、:nti 草地に僅かの食料と炭兵とを

つて煤りに農家を? 買ってI ' ! とて建て後へ、 自在会吊 持って移住し 、 そこにｾＧｬｬ末な住居を・轡む場合の週土

しTこり zr: 営主主い T二り 、い やもう多綴多様めきれる 築でめる。雑木を伐り世 ［ｉ ｊ して家の恰好をｾる ｚ 手伝

ばかりでめる。こんな建築家11、夜、をして無遠慮 毛皮せて屋械とする 、土 を凹角に匂j って慰 に税む。

に云 lましむれば建築家ではな L、。色々な品物守備 こんな米に風雨日成ひながら、 i析〈一般の良米な

えてもーいてお答の好みに総じて資る百貨庄の若干珂 みの:生活が始まる迄には潟1 ，1二の足宮古を終るのか: ) ; f 1

さんのようなものである。 r俗 li 、 コルピエジニι らな いりれど L 、 と1，71.< 1， その小屋の 中には燦

l; f りでも 、欧寄! 量でも 、 ルネッサンスでも 、 それ なる快産と快活が潜まれて、 今日の良家の雄大に

この遜り完全にこなせる J と い っ て 威 張 る Tごら まで後展するI ) ' ; がm*r: 。なは今、今 EI の良家に

う。そんな事は営り前iJ t ご、めっちで{ 士入れ、 こつ は築家らしい讃美をァ止めてお〈が、良民の現世的

ちで仕入れて間に合はす位のＺＡｊ院なら誌にでも ｲｦｾ ＱＧＡと なる生活の信念が野性に溢れTこ精力とキ目侍って、

る。こ んな人{ ま建築家をやめて百貨l主を始める主 自然にｾＮして至極素直な災民建築を造り ｦｈ し ｲＺ Ｎｊ ｪｾ

よし 、 。きっと資下げの多い繁昌する庄が ｲｬ Ｇ， ｾミるだ l立、他閣は知らす，、我が園日本に bきでは待記すべ

よう 。つまり現代のめりさまでは、小オがきいて き日本建築史の主幹部分でめる。 、 ( にも; ; '71・!:l

手伝が器用ならば 、 主主築家になっても育貨底を五ｾ (，子、L住民建築を忘れ i.: 建 築l容史{ ! > 我々 は授げら

瞥しでも 同じよ う に成 功 ｈＱ ＿＾ｦｾると い ふ司王になる。 れi : ) ｾｦＮｻＡ＾ｾＡｉＡ Ｎｗｍ せす ・ にはおーかれな ｌ 、。し ［ｊ . . るに他

2 7  x  



方、これと その起源に於て類似してゐる数寄屋建

築では、めはt1. 、世外に立って、現 |止に執着しつ

、彼岸匂殴れ( : 人h によって妙にせ〉こまし〈手

入れされて、今 日の盟主谷屋情絡を描き出し Tこので

ゐる。良民建築を陽光に 溢れ郷く 建築とすれば、

数寄屋建築は日彩の詮築でめらう、然し日影の建

築、頒際的建築主蛾も、現代の不調和なる[ i t情に

おいては歓迎される事一通りではない。敏寄屋建

x  2 8  

築、 こ れ L 亦現代↑ 止情に於て l主流線的存在でめ

る。我h は、求められるま U こか〉る建築を奥へ

てよ いも のか、 どうかなをして瓶事kおくあれはさ'

らしめる本は、 よ〈も怒る < L、建築家が怠築 ff

奥へる に際してテンで考へでも居らぬ事でめる 。

砿は願ム、洗練型的建築も流線型産築家もこの1止

から姿をｾ￬Ｑ白さんＺｴ ｪｊｦｦｯ ( 14. 7. 15. )  



新 建 築 I

11¥岡山公園4r. 務所正面 ( 1階一-*l l i 所 ・地階男女脱衣室; a シャワー室〉

浜岡山公園事務所脊面と貴賓叡覧席

大阪市曹質問山公園水i示 場 叡 計 大 阪 市 1  x  



民岡山公園事・務所脇より水泳場{ t > 三塁む

本ｾｬＩｬは大阪市が ｅ 己記 二 千六百年の記念、車業の一つ芭して目下東隠 ＮｉＮ ｬＡ 小筒 ￟ｊ ( 之に繍ヤて飛怒池25mX l l . 5m徒惨池650m2ぞ目下工事中)

にヱをなぎっ h ある奥田山会副( 直樹五五 . 二七六平方米〉の北部白然の問

池を利用して築迭されつ h ある水柿邸の一部芭して最近竣功を見た五O米o

恕鏡扮ぜ也芭その附帯情築物を示す ものである。各庶民芭その開月に より御理

解を乞ム。

慎岡山公園水泳場 l 部竣功部 分

ＨＵ Ｐ ｭ ｘＲＵ ｭＹ コー ス会招務扮ｉＷ ｊｾ 減せ也芭無筋コ ンク ｈ ート ＷＮＰω 人牧容観覧席 ｊ

x 2 大 阪 市 曹 提 岡 山 公 園 水 深 場 段 計 大 阪 市



前 庭 の 外 調 理

起 工 昭和十三年七月三日

後 工 昭和十四年三月十日

位 置 兵庫l際武摩郡本山村岡本

敷地面ド積 約 7iiOJiF

本 家 木造瓦葺外壁豊富綱モノI タ) 1. 塗

スタツコ仕上

階 下 ]08. 75JiF

階 上 75.  ｾＵ 昨計 ｝Ｘ ＴＮ J JiF 

障壁居所 木遣瓦葺外壁 鐙調理モルタル塗 スタツコ仕上

杉板堅ヨ司目

階下 :ω .8JiF 延J i F 45. 05JiF 

階上 14. 21う'JiF

2 階 卒 商 圏

山 中 田 股針・下村事三郎・施工・清水鋼大阪支庖 3 x  



玄 関

l 階 卒 面 画

x 4  山 中 邸 股計・下村喜三郎・施ヱ・清水銀大阪支庖



. 奈主主際高市郡畝傍

建 築 位 霞 ・ 町字久米

主主築面積・・ ・. .1階 (2. 098. 7mり 2 階 ( 788. 7mり 言十2. 887.  4m
2  

機造及び積.81
J … ・・木造 2 階

左 京 恨1] 外 観

下 外 外 観，

主主週 一 ム千 六 百年ｾ記念する ＿こ め ｒ つは新興日

本精神ｾ象鼠するにめ、外観は大和古来の民

家に範を求め、 内部は紳武天皐御東征の古参

にちなみ、熊野品言及大和三山を図案化して厳

閲盤上の意匠とし? 二。文章Z室、待. 81J待合室の

壁 面 幾 飾 い か 、 る 神 域 の 建 築 物 と し て ふ さ

わしからしめんにめ、古 代 の剥鍔及垣輸を画

案に用ひてゐる。而しめく 誼新しき精紳念表

象するにめ 、手法並びに形;習は新興建築に依

ってゐる。使用材料に測しではこれも日本建

築の本来の精神でめる材料そのもの、素地 の

美し さを? 後揚することに つとめに結果. MI J  

つげに材料、塗りつげに材料が直ちに仕上り

となっ1: 1: め、塗姉工事の著しき軽減、工期

の安全なる短縮ｾ容易に行ふことが出来 ＱＺ 。

ホール 東側 壁

橿 原 紳 富 前 ( 大軌、大鎖、省線J 綜合韓 計 劃 ・ 大 軌 改 良 謀 ・ 綾 計 ・ 大 株 組 設 計 部 ・ 施 工 ・ 大 林 組 5 x  



ホ ー ル 西 側l 壁〈熊野滋〉

綜 合 渡 廊 下

x 6  橿 原 神 宮 前 ( 大軌、大鎖、省線〉綜 合 鐸 計劃・大軌改良摂・訟計・大株組設計郵・施ヱ・大林組



一 階 卒 商 圏

材 質 木 部E種地 主張地色仕上

壁 面 モ ル タ ル 、 下 地モ ル タ ル 吹 付

天 井 プ ラスタ ー *製 ベ Y"'" ，ス テ レ シノレ 模 様 入

床 ア ス フ ア ル ト ・プ ロ ッ ク

貴賓 室 壁 面 レ リ ーフは銅鐸及び埴輪

貴 賓 室 天 井

橿 原 神 宮 苅 〈大軌、大鋭、省線〉綜 合 鐸 計劃・大軌改良課・設計・大林組設計部・施工・大林組 7 x  
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計111 ・大軌改良線・段計・大林組肢計部・施工・大
橿 原 神 宮 前 ( 大軌、大織、省線〉綜 合 韓x 8  



CBaumei ster. 

Juli. 1939より〉

南 面 外 裏 目

少.. ." .. 

l 階 卒 面 圃 2 階 平 面 画

廊 合 議 室

( ドイツ) II ) J，. ーデンド) J ，. フ将軍H 少年宿泊所 建鍍窓 Hans ｒｩ･｣ ｾ ･ｲｴ＠ 9  x  



CBaumei ster.  

Juli. 1939より 〉

外 叡

===r=1 

4  

代 表 階 卒 商 圏 l

百E 置 園

代 表 階2 F - 商圏 2 代 表 階 卒 商 圏 3

x  1 0  ( ドイツ) 192家主集ま肱容するデユツセルドルフのジードルンク 股計者 Hei oz T h o ma  



索 i立塔言宣言十周

Aノ立 長 会 必 邸 治

df やみ
W ぬ 滋 β 羽

鐙塔設計画 Rudol f Di ck 設 計

電 気 館 Dr .  Rol and Rohn 設 計

索 道 塔 の 絡 会 堂

( Baumei st er， August ， 1939 より〕

アルミ= ユ ーム 官官 J. Srhut z設計

( スキス) チユーリツ包のスヰス地方博覧曾の建築 1  1  x  



"  

主主主

T:rp I l  (Ii ，時. ) 凶d

Typ III  (r民 111.)

辺斗

代 表 階 卒 面 圃 l

s  

代 表 階 千 百 薗 3

x  1  2  ( ドイツ〉下パイエルン森林地帯の郷土建築

( Baumeirt er. 

August.  ¥939より 〉

外 在日

外 槻 2

外 扱 3



言十 鶴 岡

代表平面 1 (  2階及地階〕

代 表卒酉 1 ( 1階〉

(  Baumei ster， August ， 1939 より〉

代表 卒 商 2 (  1階〉

代表 卒 商 2 ( 地階〉 台ニ所 ・食 堂 ・乗 居 間

〈ドイツ〉ミユンへン郊外のルドヰツ包・ジーベルト・ジードルンタ ー段齢者 Franz Ruf  1  3  x  



税グト

庭園に向って完全に開放せられた住宅. 室内まで庭' I " ' 誘事す

る標な住宅といふ施主の注文にて設計せられたもので. 卒面外

種目共に非協に日本的なものを侍ってゐる。設計者自身 「日本の

細部1は虞似L てはゐないが， 日本建築の精怖を望んだ」 と言っ

てゐる。

南方に 2ェーカ F に達する敷地があり それが南方に阿って

急 傾 叙をしてゐる矯Ｎ南の眺ｾに何のｩￆるものもな ｌ 、と同時に

庭及ひ室内忌人十司国かれるi [ ，' i EもなL 、。

カ リフ オル］ヤの従来の住宅様式にｾ家的な指示を奥へるも

の として注目すべき設計である。

木造平家建。

( A rchi l ecl ural  For um， J ul y， 1939より〉

，- ，- "・判 手i

ゆ

am冷

川

川

市

4

W
治

的

冷

山

川

市

中庭より屋内ｾｾむ

W .， W.  May hew 建鑓家

圃

fアメリカ〉カリホJ....:. ヤの住宅x  1 4  



ｾ冬を ｩ 盗じて戸外及ひ室内の感

ￆｾ 完全に一致させる苦震に工夫せ

られた住宅。その震に居間及び食

堂の窓は大き〈開き. テラスと室

内床との高さをレベルにしたもの

である。

隣家と高L 、岩とのある関係から

方位は西向きとなってゐるが樹木

の震に西日の翠ーさは充分防がれる

上 に 建 物 か ら ]50択程隔った所

に約30択のI i 屋があって. 開E史的

な家内もその震に充分に秘密が保

たれる。木造二階建。

( Ar c hitectural  For um， J ul y， 

1939 よ り〉

il ③N  

l 階 卒 百 回

外 叡

2 階 卒 商 圏

rτ 一o oでT 寸「つF可。 f Ht

居 間

〈アメリカ) ブルックリンの住宅 建鎮家 G ，Hol me.  Perki ns 1  5  x  



l 階 2 F - 商鼠

2 階 卒 富 国

外 観 l

害 3害

額めて能率杓であると とを自僚とL て設計せられた住宅。廊下のな

い動線の短いコムパク トなプランで. 大きな窓からは臆L 、眺望星と冬空事

東南から西へかけてのE豊富な日光とが得られ，夏季には南側は庇. 商

側は鏑止アルミニユ F ムのペネチアン ・ブラインドで自治の直射が窓

られる糠に出来てゐる。

自助皿洗器と廃物理主理皇室置のある透明. 夜間各室のm房' a: ' 中止L た

後にも浴室と化粧室だけは溜〈穫ってゐるとし、ふ特殊な鯵房設備. 浴

室及び全ての給ぶ設!官の鰹開的集中等し、ろし、ろな新工夫が凝されてゐ

る。東側及ひ西 側庇の組俗子は蔦等を遁はす震である。木苦言 2階建。

CArchl tecrural  For um， Jul y， ＱＹＳＹ よｾ Ｉ

x  1  6  ( アメリカ 〉リンコルンの住宅 建築家 W . Gr opi us 及 M. J! r euer  



卒 面 園

声 年= 会ー、

居 間

新式のm思倹童話皇室置を極度に感用して，との住宅

の待主の故郷である南カロリナ州の温度と濃度と脅

ニュ ー ヨF クに於て' l l 現しゃうと試みたものである

との震に建物の周図は全部 2童にL て言はほ他の

偶澄物中に完全に包まれた住宅である。

との鷹遣に依って室内は何んなに話高度含高めても

A  稲子面に露骨生ずることなく. 叉外部の音響からも

遠ざかり得て極めて静かである。

断 面 調

内部の建物が 1年を遜じて空気調整をやる袋置をナ

待ってゐる上に 2重壁の閣のスペイスに釘しても

別の皇室置が傭へられてゐて. 室内と戸外との温度差

の調節に役立ってゐる。

( Archi t ectural  For um， ] ul y， 1939よりノ

(アメリカ 〉完全に空軍調整役られた住宅建築家 Wi l l i a m L el c az e  1  7  x  



ｐＨ［ ｑｓｐ ｪ［ ｃｔｉｖｾ＠

①|  

ζ A S T  l;; L ζ V AT I ON 

ヨスJTl-J ｾｌｾ ｖａ＠ TI O N  

2 N D  I=L OOR  

国
ｾ｛［ａｔ＠

オーエン ・イリノ イズ目骨子曾祉がフォーラム誌合通じて行った，住宅懸賞競技の営選図案であ

る。断熱遮音のグラス ・プ口ツク主住宅建築へ普及するのが目的ではあるが，審査は住宅建築と

して の般正な批判 の下に行は れてゐる。但グラス ・ プロッ クは得統約な様式よりは新 ｬ｟ ｾ、形の万

によりよく調和する放に，入選作の歪部が近代式の住宅であることは己むを得ないことであろう

審査員の顔働 i Keck.  Root.  Perei ra.  Sc hw剖 kher. Shaw.  Ha mmond 及顧問の Saylor の諸

氏 で あ っ た 。 ( A rchit ectural For um.  Jul y. 1939より〉

x  1 8  ( アメリカ ) グラス・プロック使用の住宅懸賞 1等官選圃案 設計者 H町 ri a A.  K e mp  
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( アメリカ〉グラス・プ同ツタ使用の住宅懸賞 2等賞選圏案 綬計者 Laur enc・W. Sc hwalJ 1  '9  x  



古 建 築 新 抄 (8) 藤

1 安楽寺八角四重塔 ( 長野跡別所温泉〉

平安朝のt1l M1到lの法腸寺に八街九霊塔が連てられた芭ヤム泌総があるが、現世fに八角形の/ii塔はg ( 繁

寺にのみこれを見る。主芭してE号機を以てする径や宮古f . 1 l の手法によって形態号頒る印象的ならしめド

ゐる。年内は室町初期

2 鏑休寺本堂内陣厨子

ｴ 型 ｩｫ Ｔ 年の ｦ 乍ｾ ;z草堂は和様芭p . f 扱の折衷様式建築芭して有名で}あるが、厨子も亦同じ折衷様式ぞ有し

てゐる。上例芭共に憎澄に綾飾的意図を多分に持たせたもの。

，X  2 0  

原 義

精 巧 ・ 巧 織

伽ｾ重量築をはじめとして 、 日

本 の 古 重 量 築 に は 元 来 美 観 の 展

示 を 目 的 と し に も の が 多 い 。

建 築 そ の も の が 装 飾 の 意 味 を

有 し て ゐ る 。 放 に 輸 換 の 美 合

後 揮 し 、 装 飾 に 意 匠 を 凝 ら し

にのでめるカ ヘ そ の手 設 と し

て建築の ， ｾ遺そのものに袋飾

の 意 味 を 持 に せ T二ものと構造

とはかl に 純 袋 飾 物 を 附 加 充 填

し に も の と が ゐ つ t: 。

か 、 る 意 図 は 後 世 に な る 程 露

骨 に な り 、 桃 山 iヰ 代 か ら 江 戸

i場 代 の は じ め に か げ で 怪 限 に

主主し Tこ。J l . il ち 日光重量楽に そ の

極致を見る。



3 日光犬猷院奔殿正面唐破風下彫刻

大量ｾＱｬｊｩＺ怒号請は東照宮社殿芭共に日光 ｮ 築を形成する。位、重量の如 ｬ

き純滞造部付の表面に精巧な彫刻壱充 ｴ 置し、その ｴ に漆密主ｾ ｾ Ｎ＠

金箔を置君、極彰包争施し、目 b 舷むばかヲの契〈しきである。

4 日光東照宮陽明門腰組

唐擦の詩短径根本芭し、在量守の彫刻壱附加fe繍し. 漆、極彩色金箔

等をm凋 し て、日暮し門芭云はれる。見ても見飽か品張藩な按飾b'

出来たのである。

2 1  x  
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特 許 118404

ユ ッ カ ナ

a ③金

シ

リ

ユ/

ダ

錠

管業憧目 シリングー錠各憧・ピーアレツス螺番

家 具 用 特 殊 錠 前 ・ 建 築 用 金 具 一 式

日 本 金 具 株 式 曾 紅

本 社 大阪市西淀川巨大仁東二丁目

出張所 東 京 市 日 本 橋 阪 本 町 二 丁 目

阪窯業セメント放式曾紅

6  HOURS CONCRETE 

1:2 : 4 Jlclt 6 5 6瞬間 217'11cit. 288 4- 10ヤメA

1: 2: 47I ct t 456隣閉 300'，.ぷ 288 580料品

2051 ・2052 . 2053 

電信扇島@ 園 2055 ・国 2056

電 密 日 本 橋 @2993

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



アメリカ都市計董 家 協 曾 提 供 の 映 畜 “ The ｃｩｴｹｾＧ＠

The  Ameri can Insti tution of Pl anners Presents " The  Ci ty" Ameri can Ci ty， J une  1939， p， 129. 

この映笹はニュ ー ヨ ー クのカーネギー ｬｬｾ 凶より

アメリカ都，!j 音| 支持〈協合へ50，000郊の補助を' 輿へ

られて1 1 ¥*1こもので 5 月15 日前 λ トンの金問都市

2)  

計量E@r 議で試潟舎がfifl されれ、) 絞殺j 公聞は 5 H  

26 日二ユ ーヨー ク山図| 事l箆合で行[ まれれが、一 般

の ｈ 火首位 ， ｬ ｩ｜や市民悶惚の古 ￭ｬ で公開されるのに絡 ｾｬ な

ものと思はJl る。

この記録s').と爵は四谷より TrX. り( 上映| 時間約44分〉

“ T he  Ci ty" C都市〕と題されてゐる。める批評

家の吉に依れば、こ の ・' The Cit y"  tま都市災lur村

吉 Ｑ ＺｬＱｬの分 ｅ｢ ・かむ凡て Ｑ ＧＱＧ 々劇的な叉興味ｾ号、る魅

力 ｾｴ 寺ってゐるのでめるが 、 地 ＷＷ 及 ｉ 色村ｾＧＧｉＧ ￭ ｬｅ の方

面 よ り 見 て “ T he Ri ver" が持ってゐ fこものより

ｦ ， ｾ秀でめる相でゐる。

そのテ ーマ[ 立大惚序文にまi J j ; べられてゐる。

。 ｾｲＮｾ 返って我々のｻ主む都市はより複雑にな

り住み鋭くなって行く 、今こそ再往の i泊二でみ

る、我々は古い都市 t 改 ill し、我 h の要求に

より［車合するｾ ， 設な新しい枇 ｦｬｾ 作らねばなら

ない 4

こ 、 に 示 さ れ れ 代 決 的 な おI可でも列る秘に 、

“ T he  Ci ty" I立合衆闘に於りる 、都 市 援i震の最も

よいブ ｊ 而と ｾｴｽｽＺ い方面と金 、 日月 ｬ 庶にうつし ＱＱ
Ｑ
Ｑ してゐ

る。この物語l立最初、美しき New Engl and の村

の初期のアメ リカ 都市の往活から始まる@ やがて

不毛の庇地や起伏する圧に 、 ゴミプミ安普訪の主主・

て込ん Tご工場町やi!&立たni Jーが、 工場や機時iJ 車の煙突

から吐きI . lj される駁首と煤煩 t 盛撲の中に: .11*て

来る。やがてカメラは、そ/1，代書j( ，!i のめ主ぐるしく

l， ｾＯ￞ｬ 谷〈詳ｾこと雑踏を 、 うつし ｮｾ す 、 ｗ｡ｬｬ Street  

は人混で身動きも nH.fとな い 院でめる。一郎T rinity

Church の鐙が日 日記の持を報す，ると 、こ の備には

人つ子一人凡えなくなり 、場面は日誌の不! l J ; : 1，、 ill ‘

1)  T he  Carnegie  Corporati on  of New  Y  ork. 2)  T he  Nat ional  Conferrence on Pl anni ng 

2 9 x  



E奇f t ' 都合o逃れて蔦ー逃する自動車の渡しな い流れ

lこー縛する。長誌の狂つれ様な日曜日の雑踏、何の

殻備もない危険な ニ ブ ｊ 交窓際、風致 ｯ 害する目 ｾｔ 忍

aな府告看板。

G o.St op 板 に悩まされる自動車、危険な卒面T交

叉道路な どが次有に現はれて来る、 そして最後 に

は見、透しのきし、? こ、聴明な訂主主によってのみ可能

である間関都市に遁す，る巧みに言十君主されれ公園遊

Park way が現はれる。之は惑い将来に於りる 架

空約な都Tlj" のことではなくて、現' i ' l に存在する都

市の一部に過ぎないが、何れも未来の都市の色荷

な要素が阪に質現されつ〉める事全示してゐる。

自動車は美し L 、、限切られ7こ遺E杏を滑らかに涜れ

て行〈 、人々は清潔な風湿しのよ L 、、 明るい工場

で仰さ 、子供も大人 Lー絡になって、太陽と怨空

の中で暮す、住宅は明朗で清潔でみり、試合の環境

の中に融付込んでゐて、 カメラ は住宅や百十主主や

Underpass や Protect ed r oadway や厚生TSiWi 等、

深〈考慮を以って計笠されれ都市に於てのみ出来

る健康的な秩序める 生活を示し或は叉新しい枇舎

を建設するに t:' りでなく 、我々が住んでゐるこの

都 市 営 吹wするに必要な目標を指摘しなが 乙、

Green  Ci t y の清潔さと能率的な$ とが工業都市

大都市の不潔と無秩序 に2対照してうつし出される

と、映岱は陽光 のふりそ〉ぐ大空の 十に? このしく

? 二わむれる子供主主の場而を最後にして終るのでめ

心。

“ T hc  Ci t y"  を製作するに営ってカ ーネギ - J H 

闘 よ り 資 金 を 受 げ れ ア メ リ カ 都 市 計設協合 l立、

Ci vi c Fi l m Incorpordtcd なる末仕令 j j ct0組 織 し

この理事舎は攻のメンパ{ より 成る ρ

Frederi c' (  L. Ackcrman.  Tr ar y B.  Angur.  

Russel  Van N est  Bl ack.  I-I arol d S.  But t enhoi m 

Robcrt D.  Kohn.  L owrence M.  Or t on 

及 C larence S.  St ein 

l決結製作技術ノ主責任者、

評論及脚本 L ewis Mu mlord.  Pare  Lorentz 及

I-I enwar  R odaki ewicz 

x 3 0  

世主督 Oscar Serli n  

Ｚｬ ￆｾ 影 ｒ｡ｬｰｨ I-l .  Stei ner 及¥' i ' ill ard Van Dy ke.  

背楽 Aar on Copl ond 及 Max Gober man 

記事 Mor i s Carno¥' sky 

編 斡 T heodor L a wrence 

ぐ星野〉



市 街 地 債 再 増 進 へ の ー 要 素 ミ し て の 交 遜

Charl es Gor don;  T  ransportat i on as  an El ement  in urban  R ehabi l i tati on:  T he  A meri can Ci t y， 

J une， 1939; P88.  

( アメりカ 交 illi 協合理事〉 チヤーノv ス ・ ゴ ー 1' . ン

最 L 多〈の人身に 便宜 主ナ奥へられる t 云ム事は 遊歩道や橋梁や公国道や超称線道路i ' 巡ってゐる

都市岡有の 償伎を決定す る 最 も重要な 保イ牛でめ 事: が全く 、不要Tごと云ふ のではな L 、。併しか〉る

るからで tちる。従って都市の交遁組織は人間生理 工作が、都市・の内部 に於げる根本的な交通問題を

に於いて、血管が なしてゐ ると問機な作用を 、 そ 何者E解決す る ものでな いと云ふ事主 、か〉る改善

の経理寄生活 に於てなし てゐ るのである。だから都 はかなり に自動車の乗客のぬにのみ限もれてゐる

市 の交蓮組織を袋へ る事に依って、罰護者は都市 ので、大衆の要求営見逃してゐると云ふ事を知ら

悶有の 償 値ｩＧＧｬｉｲ際に生かし ｌ し 、 叉 、 殺す ミ ｾｬ，出 なげればな ι ない。

来 るのでめ る。 結局の t ころ、利用し得べき都市の経済的資源

都市宮十笠のイ也 の部門 に於ては、何れも主主意は先 は、 自動車乗客の使宜の匁 にのみ吹きれてゐて、

づ 低牧入の人身の要求を漏れ す事 に向 げられる。 眼前 に推積してゐ る都市の雑踏と云ム根本 間短[ ま

之は常然さ うめるべ き事でゐる。何故なら正し〈 叉くなってゐるど ころか、却って怒くさへなって

言十貧されに住宅 の欠乏と 要領の惑い士地利用及び ゐる。忠ム に言十重住専問家カヘ この問題 に閲して耳IJ

厚生の便宜の件られな い事等 に苦しんでゐる人主主 用し判る所の械威め る禾i接的、且、経糠的資料に

の多< li ，経務的に弱し、処 に到底許容し枠ない桜 一皮充分に精通i する時は、大衆輸送の使宣伝計る

な状態の下 に生活する事i ' i1 i ¥ひられてゐる大衆で 司王に依って彼等制醤しつ、ゐる 、交遁障害より解

めるからである。言十笠の この方面に闘しでは言十箆 依する唯一の有効なる手段営見出し1S，る E 云ム ミ存

者 の注意は先づ大請をの要求に泌がれ、従って百十抗 力t一見して明 らかとなる に迷ひな し、 。大衆輸送ぞ

と云ふ職業は、人間の社合的活動力金左右する鈷 更生し且遡常 に改善する事によって都市の物質的

にまで7こかめられてゐるのでめる 。

然し乍乙 、i輸遺言十mに倒してはさうではな い の

である。この意外なる事賞I: J : . 多方面の計鼓事業に

従事してゐるあらゆる 人身 の考へを否定 す るもの

でめる。今 日の都市計量E者及び地方言f 章者の注意

は 、 専ら自動車の ｩ 舌 ｗｊ Ｉｾ 閣を＿扱め る 事にのみ 向 げ

られてゐる。だからと 云つてな は、闘 l、大 市城の

内外に於い て、 自動車の活動範囲をl U 埋める匁に 、

議迭の方向と 本質主 に影響を央へる有効なる手段

念、1町砕する事が出来ると去ム事が認識されて、

始めて充分にこの事 ・ の可能な事が 言 十定者にｾ［［ｾ解さ

れるのでめる 。

【1939. 5. J5. sost on に開催の Nat i onal Con.  

ference  of Pl anni ng に出 H) の論文よ り抄t球】

( 星野一雄〉

中 与 さ 生 に よ っ て 勧 め ら れ に 街 路 用 紙 屑 能

School  Pupi l s  Ur ge Li tter R ecept acles  for Ci ty  St reets;  Amer i can  Ci t y， J unc， 1939， p， 125.  

シカ プ; イリノイ ス州〕で はシカゴ商業組合の枇 この運動はもともと 、 身穏の清潔にカ金主主して

合* f士委員舎によって Cl ean- up. Pai nt -up‘ Li ght 心 P ゐf このでめるが、 それ に伴って指導精恥l'及び1ι 滋

運動 と云 ふのが創められて、38の中撃阪一 一之は な市民としての素養を? (陶祭出来る ので、之 L 亦 同

更に約 200の小身長阪 に細分され るのでめ るが一一 的とされてゐるのでみる。 この運動は立添な市民

この区内にゐる 豊島校 によ り指導されてゐ る。 としての作法や、生活の技術営修練する匁の霞秀

3 1  x  
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な手: 設となってゐる。

本年の4月に8人のシカゴのゆ謬生逮がWaukegan

( イリノイス州、[ ) に集り共民主で畢生合議を開き 、 こ

のl町の Cl ean-up 運動の尽の方法を言十査し1: 、尤

もこれに封して W 市議合の C . Robert Cal l oway 

民は "紙屑を集めてまはるなどは、幾遡間 L か〉

るで あもう H と云 つ1: 。

中率先jきはラヂオを遁じて、父、 キワこス ・ラ

イオンズ締人合、改善iiJ! J U " や数合er;'・で、講演をし

? こ。或る 1I 識になる皐主は、先 月 会 図 Cl ean-up

紋迭に加はり 、 そしてジカゴ市合の賀行委員のi I I l

で講演し1: 最初の墜伎でめっ 1: 。

今年のこの運動に於げる、二つの興味める霊堂展

は、彼等芸評生; きがなし1: 街路間紙局入れ の調査及

各家庭の! ! ; ! l ' 物入の調査である。他の都市に向げて

居続の報告 t 給を求める手; ' ; l ¥; ヵ; ，'Hされ1: 0 皐生主主

の報告電子l立市舎に提出され F red C.  W.  Parker fも

CKi wanis Internat ional の質行委員〉がWaste- basket

委員合の謀長に撰ばれて、主義生の委員舎に協力 す

る司王になっ? こ。

報告書は今皐生主主の手に依って市長 Edward ]  

K ell y 氏の下に J 、つでも提出される様に準備さ

れてゐる。府内入れの調査も叉興味めるもので、

泉校では附近の図慌と緊符に協力して、今戸別調

査を仔ひ府内入れを諮fJ l l . し、その調査結果全検討

してゐる。

この年の運動はシカゴでは- ，昼間慮か、一年 L

'{'e し? こ努力でめるのでめるが、この結果を報告す

るには来七時期尚早でゐる。何を ｪｾｈ 者すべきかと

云ム見jjji しは、昨年のこの浬窃J の結果か ら件られ

る。このJ ! 寺には撃校fごげで 7. 281. 644 の Cleani ng

Painting の仕事、運動に附する講演 2，313、 闘

世行列 110. : t 続賞君主家、商底主 に依り署名され

1: 積約750，000以上の結果を報告してゐる。

毎年シカゴ市合は 6 月始めにル ープホテノレで聞

かれるウイクトリ午餐舎に於て 12個のをt杯を最も

綴若な社合事業をなし fこ皐校に劃して奥 へる事に

な っ て ゐ る 。 ( 星野〉

by Ethel  F  oster 

CCl can-up‘ Paint 叩ーーLi ght-up Campaign 理事〉

工 場 火 災 に 府 が 警 告

x 3 2  

大阪府工場謀では最近激増すを工場火災( 1 月 - 8 月迄179件 、狽筈凡そ 3，000，000悶〉分げ

でもセル ロイF ' 工場の; i " ' ( 災の多いのに留意し殊に若宮火原因が殆ど従業員の不注意でめるのに銀

み 9 月 I 1日: 左の遁りJ ! I . i i . 重な警告を行つに。

きまつ1: 場所以外で煙草は絶割に喫まぬこと。 女セ ルロイ F 泊H首類その他危険なものは必要ー

以上に作業場内に搬入しないこと。大淵1のしみ? こ 11' ろ類lま危険のないところに j塾理すること。

* 泣維出口を慾理すること。六消防設備を設耐し出火の際は適切なる民主置を取り得るよう注意

すること。



ヨ置車・園田盟画面 ｾ彊ｾ誼 ｅ 国軍国

女第 7 回全国都市問題会議 ｾ完成年 Ａ 雰に達した大阪都市計霊 事業 の現獄

第 7 回全園都市問題合談は明昭和 15 1p東京市で 今火撃を非常時局下の大大阪都市計主主事一業を一世子

開催せ られることに、去る 理事:合に於て決定せ C すると 、甚大な2引税制rlJ tJ¥j資抑制 、の影響で 7大事

れ -1: 。議題は衣の遁である。 署長の うち fi，定湿り完成するのは二つfごり、他 l立会

第 l 談窓本邦者ｾ 市 霊安達の動向と ｾｙｾ の諸問題 音 ｩｩ 年度延長のやむなさ状態でゐる 、 今 ｾｆ が完成年

第 2議 題 都 市 の 人 事 行 政 皮にみれってゐる朝、計事業[ 立下記の通りである。

明年は恰も皇紀2600年に相営し、政府その他に 第 1 :災者s計事業( 大正 101
p着工〕事業費 l 従6，300

於て記念式典及各種の奉祝記念事業を滞r 都に開催 決』閥、完成しれ泣路{ 立御堂筋初め 38線 、 指i?;;{ 154  

すべく準備中でみるので、これを縫合にこの合議 近代 l均構成美 0.; 三る大江、淀 屋、天料、天満、 昭

も東京に開催されるものでめる。合議に先立ち 例 利、J哩宮等の諸慨は全て共賜でゐる 、然し阿倍野ー

の立n< 前 記雨議題におする研究報告の提出力; 期待 橋の吹築工事渥廷のp &、先つ一ヶ年延長の答。

されてゐる。住哉の内容その他の詳紙は逗てをま茨 第 22欠都計事業 ( 昭利昭和7年着工〉紙、史4，700

される 筈である 。 、 ii i; 問、 主に市の周回. 海道路28線運河二等で主主抄状

Ｊ第 Ｑ ｀ｬ Ｖ 大都市建ｾ 含議

去る本年 l 月13- 14 日東 京 に於て準備合を開催

しれ 6 大都市建築合識は、 その第 l 回を去る 11 ) J  

中に大阪に於て開催することとなり 、主催市の大

阪市に於てはその準備に着手しれ。議題案 11大閥

次の如きものでみる。

徴用令質施後 の管絡事務運用 lこ悦 いで

防火改修賢施の具惚案に就いて

防音道室の貿施設計に就い て

都市住宅難緩和策としての住宅の質施設計に

就いて

倫 Ｖ 大都市以外の都市からも申 ｮｾ により参加が

歓迎される答。

者防空模範径fi iiI.'1防火改修の完成

大阪市に於げる防火吹修事業の主主施方J去を決定

況はまだ 70 %前後市I i 都市設展のJ ) l ，状 lこ鑑み内宿

舎修正しで 4 Ｍ［ＮＭ年の年度延長ｾ行ふ涼定。

高速滋這; 第 Ilt!l 事( 業昭和4年着工〉総! / i ¥: JO. 600

1込側負' ; 1  ｾ武線南 Ｑｊ 我孫子間 Ｓ ｅ，似 ｊ ｬＡＺ 大図 ｬｩｪｹ 玉 ＱＱＱ 間の

地ド改工事が之で 、J; 見氏完成のものは、1毎回 、天

王寺悶で、f也lま必 1刊の日刊( 系で完//x，l主には f旬、二二十

年を? 要する見込。

大 阪援附近部計事業 ( 昭和41ド着工〕刻、1，'( 4851ゐ

閥よなる卒業法、与事前のitf&討防長、地下道新設、

感1i i J JP: ，' t J ; f 泣成。収納地1、伐の完成と キ目佼って来夏

這に大館の形を控える見込。 iI! し地上の交通皇室Ul

方法で谷方面の意見一致ぜす' 完成迄に 11ー ケ "1三は

延長の模様。

大 破議前 土地区 霊整 理 〈昭和 ｊｏｾ ド着工〕純資 Ｒ Ｙ Ｓ

"fi..'; 阻害事前にお J腎ピノレ地帯全逝成する事業で現在迄

に二ヶ年の延長[ t > 綬にが、先つ' 先づ本年度中に完

成の ｲｍｾ 定。

公園墓地事業 ( 昭和 12
1
1 " 着工〉純資 169 ｬｩ Ａ， 凶 ｬｊＮＡＮ Ｑｾ

すべき 、船場及市岡の防空模範街簡の防火吹修が 中市、 中河内郁瓜破村の雨月rに、 lit 392，200 平方

この程完成して、去る 9 月16 日市阿中事講堂に於 米の墓地守新設する事業、用地買牧は終つ 1: が完

て 史 大 に 竣 工 報 告 が 行 は れ に 。 / 武{ ま来夏 になる由。

改修せ られ? こ戸散は船主事 13縦 18戸、 市附 7;sl(27 下水庭理事業 (1昭利 6 年着工) ｾ問、 ｾｖ ， ＱＶＰ ，ＧＮ九閥 、

戸で、 大阪の郷土建築の待包Z " aミじつつ防空建築 津守 、 海老江 にＱＧＢＷ｝｣慮辺海を殺 げ中 ｾｒ 並び に北部

規則に準捺して防空防火の民的を主主せしめゃうと 良型以の下7 ] < ; を沼化する吉十室、 今年末から一部

努めれ所に苦心の跡が見られる。この改修に依つ の蓮府専念日fl 始、年度中に完成の改定。之に件ひ問

て件られれ各種のダ - ;;r[t>資料として、大阪市の 題のド水道使用料制度 L 今年 12 対力、二質施され る

防火吹f彦事業の号I-j 主力; 立てられる筈でめる。 答。
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ー舎 二ーさ: :.:.::/;:; 報

本 協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

前統護表後に於げる木協合員 ｱ ｾ 軍務公月 ｪ 者 下 記の辺りであ ｢ ます 。 Ｈ交 付 ＩＱ 国Ｉ

普 遁 賛 助 長 柴 問 耕 一 君

本 協 審 員 中 徴 用 令 嬢 徽 者 氏 名

本協合員中徴用令際徴者下記の通りであります。 ( 受付11目)

普証E賛 助 員 名 子 一 夫 君 中 僚 英 一 君 山 野 芳 岩 君

主 記 "@" C第四回〉

E寺 8月28 日午後6. 争-8: ; 守30分

所 w空列場BI ]室

以 席 者 柄 本 主 記 黒田主記 f宇野主三日

三浦主記 E夜中主記

協議事項

1. ]5年度舎員名簿謝製に関する件

常 務 合( 第 16図〉

時 9月4日午後6，;さ 10分- 7;; 守20分

断 陳 列 場ill] 室

ＯＱ Ｑ 席者理事今林 ｾ｜ｉｊ 令長坂副 ｬ 市長

常 務 黒 問 主 記 三 浦 主 記

薮 中 主 記 法 尾 主言十

久 保 閃 主 言 十 松 井 主 計

亀 井 編 靴 新 名 編 純

主 記 舎( 第 5 回〉

i苓 9刃6 日正午ー午後2持30分

所 陳列湧別室

出 席 者 黒 田主紀 三浦主記 ii 中主記

松 井主 計 新名編斡

協議事項

1. 小板容記退職手営其他に関する件

2.  後任者採用に関する件

3. 府告取扱事務分掌に関する件

4.  雑誌名義人従更に関するイヰ

災害強度委員合( 第 9 回〕

時 9月12日午後6得 一8; iij'

所 陳列携. ! J I] 室

出 席 者 委 員 長 波 部

幹 事 浅 野

棚 橋 編 鵜 沼 口 編 純 i  委 員 利回 、黒田 、伯花

総J 1 t ;  際問 、長尾、後出

l  法制委員合ヨリ臨時委員依強方要求ノイ牛 j  池田 、熊 野、浅 井

承 認 i 協議事項

2  建築墜合ヨリ| ポ; ; < . !l - J 懸賞募集合誌= . 1. 仮設土留工事締法の抜刷配布の件

掲載方依綬ノイヰ・・ぃ承認 ;  2.  鉛接手検定方法に関する研究俊夫の件

3. 香棚調製=閥; ; <. ) 1. . イ牛 ・・・主記一任 i  3. 風堅の基準 t 併設に閲する件

4. 小板番記退職手蛍等］間見ルイキ・・・・・主 Ｕ 日 ｾ i  4. 無筋コンクロ ー ト機訟の中間報告のイ牛

任吹田提出 i  九 月 例 舎( 見接合〉

5. 啓記採用ノ件… ー衣回提出

6.  合員詮衡

時

所

9月16 日午後 l時 - 3. 寺

市阿防空模範街以見準

報 告 ! 出席者ト阿部日出夫氏外 150名

1. 全図都市問題令官義第七回線令官装組決定報告: 1. 午後 I 体大阪府立市問中拳校総堂に集合下記

2. 片岡令長 ヨリ 国管寄贈ノ イI1・ :  ;lI fi 序により奉行の市岡防空模範街同防火 吹修

3. 出征、隠徴者報告 !  竣功報告舎に拳列

x 3 4  



l. 宮城主主斧 1. 駄 議 l. 挨 拶 ( 大 阪 府 ; 協 議 事 項

警察官日長、大阪市助役) 1  防火改修 1 建築矧係法令集誠 ［ｾ に附するイ斗

山 下 瓶 三 郎 需 東成区東小橋北i町一ノ三七( 自

管〉

問 中 入 卒 君 紳 戸 市 林 図 版 野 間 町 入 ノ ーO 凶

( 長崎市役所土木古E計萱笠主主謀)

的谷記三! ' H{ 脅 西淀川 hZ姫島町一、七二四( 自

3楼〉

議 事 : 瓶 阿 佐 ニ 君 主任川森之宮西 ノIOJ 六回三森之宮

l. 十万例合= 附エルイキ・ 次回提案 !  ittC長 谷 部 lす奴建築事務所)

2.  小板書記退職手話等］問見 ＩｾＱ Ｇ牛・ ・ 決定 i  ) ) 日藤 英潤 )(.f J-" rt 河内郡久賀寺村字新間四

3. 雇採用 =.16十j スルイ牛 決 定 !  一三八( 符閤製糸株式合元士抱設

4. 雑誌苦走行設編 l防人名義経夏 ノイ牛 ・・承認 ;  諜替終1系〉

5.  肢告取扱= 自主J 7 - ノレ事務分掌ノ件 ・ー・決定 i 期 間 好 三 君 利歌山市 片岡 ｉｬｩｊｾ ノ Ｍ，Ｈ 自瞥〕

6. 者f > 市問題合議鋭、台議題令泌= 掲載方ノ 11j:- i 中 里 治 三 者 手fl 歌山市中之白色町北之町J 七O 七

卒業報告( 大阪府建築課長) 1. 大阪

市木道建物防火改修補助規程設明 ( 大阪

市 防 護 課 長 ) l. 摂 前 火 災 笈 絞 ( 16 ミ

リ天然色〕映潟

J. 上記終 了後同中皐西隣の改修現場随意見準

l. 午 後 3i 等見撃全部終了角I(/1J

図に受付に於て府市より寄贈の lご記ノ.... "; /ア レ

ツ トを出席合員一向に酌布す

l. 街区木造建物改修槻要 舎

一

時

所

ト 防空主主築規則の滋設

1. 大阪市木治建劫防火改修補助規程

1. 駿前火災資自主報告

常 務 合 ( 第 17回〉

9 月18 日午後うみ50分 ー7i 待10分

陳列容がl室

出席者 理 事 坂 函IJ 令 長

常 務 f宇 野 主 記 三 浦 主 fi iJ

滋中主記 岩尾主言十

松 井 主 計 新 名 縦 I向

イ 漏へすべきイ際交の樋績に関しては卒野

委員提案の巡り決定

ロ 後 行l iHまに関する打合せ

入

員

舎 者

古 川 叉 一 君 奈N! 際 t古市郡八木町字入木八五

( 奈夏! 1 ! 草取土木課〉

脇オ、 Ｑ ｊｦＮ君旭原理 ｝Ｇ［Ｉ ＱＱ 町二ノ ｾｏ 六人Ｈ関西

工芸区校数日危う

承 認 i  ( 自主きJ

7.  合員ｾ帳 ［様式号普 及 ［ 並二カ ー ｆＧ 函購入ノ件・ i 鈴 木 繁 雄 君 住 吉 凶 庁 代西田 ノ凶六( 大| 仮ili

承 認 i  役所教育部建築謀工事係)

8. 合 員 詮 衡 ｩ 伊 ￱ｩｬｾ ｾ長』昔、君 西淀川L拡大仁* ーノ三四( 十三

報 告 i  工業合〕

l  九月倒合終 了報 告

2. 八 月 分 合 計 報 告

3. 建築事合ヨリ厚住大臣= 狩スノレ意見容潟回

付

4. tB征隠徴者報告

法 制 委 員 会( 第 8 回〉

時 9月18 日午後6iみ- 8i ヰ30分

所 協 合 i見礎部室

出 席 者 委 員 長 玉置

幹 事 : 武 問

委 員 本 問 、松 井、卒 野、 森口 、横 見

堀内凹先日丸 fl 住吉民間泌東ノ l町四ノ 二 三 ( 株

式合祉清水組言明f 昔 日 大 阪 設 計

係〉

i事 回 目券克 和歌山市東長l町十一了日三( 日召

利紡絞株式合社恰終1系〉

光 岡 清 吉 宗 京 都 市 左 京 師 吉 岡 本 l町 五 ノ 三

〔株式合祉清水組〉

相滋喜久大lm君一 京都市上京区柴m. 上 柳 町 五 二

o青7 MJ i 京都文l占J

長: 橋市需主君 尼崎市東建材町 二 三 ( 山 間 内 燃

機株式合祉〕
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長 岡 善 吉 君 京 都 市 ・ 左京阪下鴨芝本町三回

( 株式合従清水組〉

山 脇 究 犬 郎 君 東 淀 川 直 図 吹 町六 四三 ( 自宅密〉

小 林 健 男 君 住 吉 匹 昭 和 町 東 一 ノ 一六( 自管〕

...-

t r 阿 f命 三 君 北 鹿 北扇町市立文化祭 内 ( 大阪

市役所教育部盤投課〉

向井寛三郎君府 下 北 河 内郡交 野 町森 Ｈ京 都 ｾ￯

等工義祭校教授)

森 111 清 治 君 紳 戸 市 林 同 区片 山町三/ 一四六

( 株式合社竹中工務底〉

枇 jj 中工務i占〉

杉草子すf 之 ] [ 君 j也LE合市l町一O 四入

本 荘 光 利沼 宅J} i i ! i 賛助員ヨ リ事事絡

開 谷 1吉次郎君 JM" f 北河 内11日枚方向宇 I.Uノ上松

林組 Ｚ ｈ ｾ 長 ｊｾ￭ Ｍｃ株式合枇松村組〉

竹下力日森男君 普議t'( 助員ヨリ終絡

問 中 端 機 君 兵康際武庫郡精道村芦屋折 ノ上

ニ ノ-Ui i ' t 戸松浦工務rg .. 

長 左足 県沼 112中市大字 i遅塚一二入三( 株式

令祉清水組〉

岡 崎 牟 兵 衛 君 西民江戸痢北遁ニ ノ五 ( 白色豊) j 中 村 t!l; 草寺 市中戸市議合官色合員内町三 ノ二五

佐 伯 ' M 磁 君 榊 戸 市 林 図 版 長 岡 明 泉 寺 一 一六 : c島問組工務1苫〉

ノ一二 ( 紳戸有馬電気鍛道株式 i 橋浦喜一郎君紳戸市設住民大和IRTニノ - oc橋

合社) j  本alt 築事務所〉

上 村 勇 君 住 吉 阪 縫合町六七ノー ( 大阪市 ; 松 尾 清宕泊' " 戸 市林間 1m;. 蓮宮通四/ 一五

役 所〉 L制l 戸税関令官十謀修繕1系〉

谷 口 若手 ー君 住吉原鷹合町一八五( 大阪市電 ! 山 口 正 君 西 宮市北昭和PIT三二( 京都市岱

集局運輸昔E車制課) :  給部吉右ー技術 ｾｕｄ

大 島 治 男君 京都市 上京臨等持院中 町一o : 吉 岡 孝 Ｑ 守 ニ ｉ ｬｊ隠見我野・町三ニ倫 ｦ 中ニ ｭｾ 方

( 株式合枇清水組) :  ｃ 株式合枇清水車ｾｬＩ

宮 城 一 夫君 住吉原田主塁本田丁七ノ ニoc今宮

戦工事校〕

iZ 津 啓 二君 北区空心町二 ノ四七( 大阪市役

所経理部修絡線〉

中 道 清 }批君 府下北河 内郡守 口町字守 口六九

四 ( 自公 〉

飯 岡 松 太 郎君 市中戸市林間医六呑町三ノ五人

( 自修〉

浦 野 勝 義君 北区都島北謹二 ノ五三( 橋本建

祭事務所〉

奥 島正一君 京 都市上 京極紫竹下ｾ［ オ 町四一

( 日;本当匹術f辰興合災害料率日干究

所第二昔日〕

地 方 含 員

小ＩＱ｝昌三君名古屋市昭和民北山 ｉｾｲ ーノ一入

( 株式令枇清水組名古康文j苫〉

尾 関 正 ? 長;君 宇 治 111 岡市船江町一一一三東紡

社宅〈東洋紡1針' * 式合枇，:t;iIボ官製〕

キ目 文文掬才守三重 Ａ｜ｉ 係常 ｲ ， ｾｕ 京 ｰ￭ｲ 来紡Ａｌｴ宅Ｈ東洋

紡絞株式合社宮田工主E倍 給f系〕

西村秀雄! F l 名古屋市- * 瓜杉村町六ノ六( 松

式合枇清水組名古屋支底〉

亀 山 武 雄 君 名古屋千種以千種町元吉井五三

( 悶〉

目 下 勝 秀 肴 徳 島 燃 阿 波 郡伊 I手村( 徳島1¥: 原自主

土木忍 ｾ ーを母結 Ｑ 系〉

笠野藤吉倉 京 都市布 京 ｾ Ｎ ｲＮ ｣ ｪ じ白川久保田町三 ｩ 森 口 j}i，:¥'il ・ 徳お燃勝iiO:ur(/J、松，¥，. 1町双堀川温

ニ ( 株式合枇清水組京都文底) :  c同〉

北 川 正 次 君 住 吉岡村 上町五 〈橋本m築事務 ; 千 草 誠意雪r ; t : 知阪知多郡大高町字北平部

所 ) :  ( 株式合剥: 清水量!ID

木 村 小 治 関 宮 堺 市 文珠 橋遜ー ノー入 ( 自替) : 山 岸 祭 夫 君 来京市詰柱谷忠信型ケ丘五管雲J荏ニ

沈 石 正 治 君 府 下三島郡春日村中穂積二 回三 j 三減〈陸軍航空本部〉

ノ四 ( 橋本主主築事務所) : 森 政 雄 君 脳弁際法数君I(小治町城内海岸) I ! I

至 岡 耳IJ ー君 Jrf 下南河内郡圏分村圏分一三回 : C株式合枇清水組〕

ノ四( 白勝) i 土 居 消君 明石市太守一丁 目三三 七二 ( 兵

須 川 徹 一 定T 住吉 ｾＩｪ 代来四ノ一回 Ｈ 株式合 ｩ 席阪 な工栄[，<ir校 〉
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永 井 佐 議 君 愛 知l綴丹羽郡犬山町字犬山東古: I¥'i.市役所経' f ' { l 部位繕青果〕

妻子二人二〈東洋紡績株式合祉苦手 i 杉 浦 文 雄 君 此花院中江町八七

絡1系) i 片 岡 昇 司 宮 北 広 東 野 田 町 三 ノ 七

河 田 完 治 君 京 都 府 東 舞 鶴 市 字 縮 八 三 九

〈自: 詮〉

l仮 口 偽 二 君 来 京 市 牛 込 阪 南 榎 町 三 回 〈 同 〉

武 内 箆 : 雄 君 成 島 市 南 竹 屋 町 二 三 五 ( 1 黄 鳥 脇

! 念 員

隙)

古 井 康 男 君

一

者

一

一

曾

一

一

良
一

一

一

!

!

 奥 保 忠 、 次 君 普温室主助員ヨリ事担秘

三 ir青 春 亥 君

池呂 i吉蕗君

ｾＢＡｬｬＺｦＧ＠ 吉正君

西谷義翠; 君

高 橋 太 郎 君 滋賀県系長F賀町字詰; 同四六( 白後) :  

! 地 方 令 員

辻 法 行 君 京 都 府 何 箆 郡 綾 部 町 字 絞 中 堂 /

! 中野 勉君

元一( 郡是製糸株式合祉技術課) :  

i 普 通 賛 助 員

中 尾 越 M君 高 岡 市 宮 脇 田J 九三二( 株式合社 i

橋 内 一 夫 君

清水車且〉

小林市大郎君

西村挺三ニ君主 大垣市寺内町二O 閉〈合名合社

郷工務底〉

野 田 一 夫 君 京 舞 鶴 市 北 吸 七 六 九 〔 株 式 合 社

; 轄 居 ・ 轄 勤

清水組〕 合 員

野 村 克 治 君 主 巨 京 市 杉 並 隠 阿 佐 ヶ 谷 ー ノ 七 二 j 竹 内 政 治 君 北 同 中 之 島 大 阪 市 役 所 経 現 印 後

九( 東京高等工裂墜校) i  縫言*

林 三 郎 君 新京市中央通五回児玉寮( 東港: 11日'iYffi. 松 雄 君 r Wf 三島郡吹田町宇高畑一四三

送開後株式令請士〉

. 7 . f - 松宮巨大耳目君金夜、市下樋町朝交響右衛門方 i 小 宮 賢 一 君 東京市本J i J i ' 阪太卒l町一/ 九( 内

( 株式合社清水組) :  務省防空研究所〉

藤井康之佑君東京市淀橋| 高官人間T三{ . s ; 路圏内 i 遊間若手次郎君 住吉区阿倍野筋ニノ六OI H官 舎

( 日大講師) : 今 泉 質君 大| 仮製鋼株式合前土

松井金露英君 ヨ ｾ天市大和附紅梅Ａ日｝二六Ｈ満井Ａ井 Ｎ ＱＺＭＮ fi11! 古君 西凶北姻江ji Pi也遁ヨi ノー l司( 悶

高架組) :  村事務所定新町5. 458)

山本矛j J 夫君愛媛県系伊玖郡松前町東紡社宅北 j 熊 野 米 雄 君 IH下: !I:J 河内郡守口町宇土居五二

三僚主E三減( 来洋レ ー ヨン株式 i 凶

4言語土管絵謀) : 入 谷 信 雄 君 東京市芝l長岡村l町六ノ七ノ六須

111 回 千 代 松 君 金i幸市長町五苓-J - O ( 株式合 i 賀商舎内

貢士清水組金i宰げ，張所) : 卒 井 英 一 君 府ード北河内部枚方町宇附 谷 五 三

吉 川 治 男 君 )11
1崎市池同町一四( 大倉土木株 : 0  

ま た 舎 祉 ) 小 田 正 二 君 東 京 市 山 島 以 西 采 鴨 ニ ノ 一 八 九

特 別 賛 助 員 i  四背島務方( 際軍航空本; : 日〕

池田餓. J L i ' i [ l 君西成原粉i賓 来 ノ 町 五 ノ 五 〔 大 日 ! 中 国 是 甥 君 堺市南岡山弁!aT四丁一0 ー ノー

ヌドアスフアルト工業粉、式合軍士) : 保 国 源 三 君 I('f 下南河内郡近明寺村宇古堂

森 ｬ ご敏郎宥 ｾＮｉＧ 市南刀根山三三ノニＨ大丸Ａ池田秋夫肴 西淀川区大仁東ノ l町一ノ 六六川

家具設計古s ) ;  崎 方

普 通 賛 助 員 i 岩 崎 腸 行 君 港区九線南湿ーノーO九

長 井 徳 造 君 東 成 区 勝 山 遁 入 ノ 凹o ! 中 島 富 治 君 ffi 中戸市主主台以加納町四ノ五ノ一

大 西 後 六 君 西宮市戸田町二ニ j  新 三 宮 ピノレ( 憶王主合7. 711 )

中 村 貫 治 君 J ( ; f 下北河内郡服屋川村垣鴻( 大 i 梶 壇 賞L君 朝 鮮%ffi 津r(<f 雨 漏i州娘道株式合祉
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北鮮鍛造事務所工務課建築f系 : 藤 田 元 吉 宕 f(if 下問 l町幸遁三了目

河 合 ー功 君 東民北瀦五ノ一三 ( 長谷育li 竹腰 i 高 間 興 三 吉 君 東 京 市 小 石 川 区 江戸川問I 一七

建築事務所) :  C' I l i : 小石川898)

久 間 支 吉 君 東 京 市1世間ケ谷恒等々力- / 二 ! 村 井 主主君東京市品川阪大井出石町5110

三三四武蔵高工木村組作業所 ｪ 安崎三佐男君柔ｾ居滋市金子新田Ｈ藤木工務庄

三 好 貫 一 君 東京市四谷区大高町人o l  ｾＡＢ 張所内〉

横瀬度二君京都府 奥 ｾｮｭ 宮津町 鶴賀小林 一夫君東 京市蒲田原蓮沼町 三ノ三Ｏ 二

石 川 純 一 郎 君 府下型能郡南t豊島村字大原田ー! J佐 木 正 巳 君 熊 本 県 果 玉 名 郡 鍋 村 扇 崎

i 今 井 忠、君浦和市仲町二ノ三七志野' 方

石 川 宏君| 笈念沿線花屋敷長尾山( 電池田 i 城 戸 武 男 君 名 古 屋 市 東 毘 西 二 葉 町 一 ノ 一 入

2963)  ! 柴 田 清君 山口県芸玖司君間色村大字藤生第二

奥 田 金 市 君 南洋パラオ群島コ ロール町二丁 i 束紡岩図工場大林組出張所内

目 〈 矢 烏 組 南 洋 支 底 ) 波 苅 雄君 i筒j州E号産株式合貢土建設課

早 川 健 衣 震 東 京 市 深 川 区 克 久 町 一 ノ 一 九 i 岸 好 雄 君 東 京 府 下 立 川 町 本I1汀二/ 三二一

( 藤木工務底東京支庖) 七浅沼組 ｈｾ 張所内

松本幸 雄君住吉区ｾ Il II仮町ニノ九六 ! 石 津 誠君東京市蒲田区仲蒲間四ノ五ノ七

森 本 治 ー 君 西宮市今津大東町入九 !  C合名令祉馬淵組東京出張所内〉

山 崎 鉄 太郎君西成医岡端主主ーノ二六 j 特 別 賛 助 長

後 出 済 宣E君 旭 区 森 小 路 町 七 ノ 四 ｾ＠ i仮 谷 惇 君 旭 区 赤;) 11町一一入三ノー

西 村 安 彦 君 兵 庫 県 系 武 京 都 住 吉 村 鴨 子 ケ 原 ー i 城 口 勉 吉 君 f wn豊能郡南t豊島村原岡八七四

入五ノー :  C官Ztit 中3. 097)

伊 崎 秀 。ー 君 尼 崎 市 東 御 園 田J 九 ( 電尼崎 1. 78 !  I! j 同 文 治 君 兵庫県系武庫都文元村小林字ハク

う) !  サリ三七ノ三( 定安塚511)  

岡 阿 僕君 住吉隠北岡遁四三伯* 方 j 浅 井 欽 治 郎 君 兵庫版武庫郡塚口後橋主主二

村 上 秀 二 君 兵 庫 際 武 庫 都 文 元 村 仁 川i軽水圏 i 上 野 次 郎 男 君 東 京 市 麹l町民内幸町二/ 一大阪

ニーノニ (  ピル( 日本容素肥料株式合社)

桂 川 弘君天王寺区茶臼山町七九ノー !  IJI 内 洋 腿 君 紳戸市灘区大和町三ノ 六

i 普 通 賛 助 員

地 方 舎 員

太 宰 二 郎 君 姶 爾 子 賀 市 馬 家 洗 代用官舎入O

尾勉清四郎君・北区堂島務通四ノ - 0 須賀商舎

内

尾 関 正 智 君 下 両il 市観音崎町九四尾田管四郎

ブ3

天 野 : m沼 JlH弘今橋四丁目三菱信託ピル東

畑謙三建築事務所

海 野 幸 次 郎君佐世保局気付第四縦隊殻管隊

j 佐伯ヰ' 1 : 1 男君 兵庫限切古都 I!ii] ffi 討村lli' 添 - 0七

羽 柴 厳君朝鮮清津府松坪洞大林組日餓 :-lj :  

張所社宅

上 原 三 郎 君 兵 庫 県 系 飾 磨 郡飾磨l町英主主甲一六

入

杉 江 直 巳 君 住 吉 匹 北島東ニ ノ一五岸本方

向 中 繍 雰 岐 阜 市 大 泉 町 一 了 目

卒 井 誠 一 君 西区土佐煩遁ニノニ〈株式合言土

清水組〕

A i 1 ' i 弁高治君同上 ( 同上〉

金 井 洋 三 君 旭 民 今 市 町 一O 六回大崎方( 日

東コシクリ ー ト株式合祉〕

日 野 藤 好 君 住 吉 区 安 立 町 四 ノ 五 一主主和圏内 .

i 河 淵 元 三 郎 君 西宮市今津久議川町四ニ

西 岡 喜 一 雰 徳 島 際 勝 浦 郡 勝 合 村大字大原ー:

. 辻 本 義 男 君 、東京府下立川町寺町立川町轡ア

七

ぐート 函察七九銃室

池 岡 正 二 君 東京常国大高島工準昔I i m築事教室 i 丹 野 哲 夫 君 東淀川底'lI! 1野町一七五人ノ プミ四

土 屋 功君束舞鵠市五保証I 初 潟i南入ル i 長谷昔日正直君東成民林寺新家町一七一

x 3 8  



野 口 修 二 : 君 岡 山市綴弁八三( 岡 山地ヲIj"l!j費 和l 中 直 一 君 株 式 合 詰 土 石川鍛 工Ni

局〕 岡 本 金 男 君 12 ) 且( 電土4758)

木 村 義 雄 君 西区梅本町一 ( 日東 コンク リー 主主ヲド武治君 主たヲド建築事務所

ト株式合社〉 中 村 静 雄 君 主 大阪総遺用品中戸保ｾ泉 Ｑ ，｜ｬ｜ ｾｚ Ｎｦｾ 科

阪 本 政 一君 満洲図新京市至善路第五代用官 寺 i率 林 吉 君 来 邦 重 工 業 株 式 曾 社 建 築 係

合七六誠芹川j j

改 名

繁 岡 銀沼 山口市芳J幸町二一七六児玉方

桑 同 美 代 治 君 門 司市大里新町海岸逼( 株式合 特 別 賛 助 員

京士清水組出張員詰所内〉 服 部 室 長 佑 君 Cffi 名 古 雄 〉

曾 告

職 員 解 傭 並 採 用 ノ 件

書記 小 板 '常 男

昭和十四年九月三十日附依願解職

石 田 雅 美

昭和十四年九月六日附採用

j社 閣

法 人 日

昭 和 十 四 年 九 月

本 建 築 協 曾
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… … …  

編 輯

後 記

@ 秋田It にして、萩がこぼれ虫の音が冴える。

同には裕、山に は果賓が宝n 、海には銀撲の

礎物が躍る。年の中に最も生甲斐が感じられ

るのはこの頃でゐる。

ｾ ｴＺＧ が今年の秋は 、 親しむべき燈火に電力の

不足を感じ、大陸の原野に fかせにる馬の苦手苦

を思ム。個人の収穫の型まさに鼓腹するがIにそ

の商家への影響ケ考へ、一人の冷. i & 念写楽す

る以前に、 その念競への聯測に尽をa さねば

ならぬ。反省の秋でゐる。

。図家総動員法はこの締市j' から公布せられ、

11m次聖堂動を 見つ、ゐるが、 中でも図民i以用令

の' : l 施 l立、手不足の建業界か ら多数の背年建

築技術者を図家の重用任務に動員しれ駄に於

て 、 建築界に取っては 、 ｾ鋼工 作 物築巡許可

規則以来の出来事でめる。

⑮ 日本建築協令[ 立、 この主主施及' i l l 施法の針策

に就いて、各方面に意見o乞ふ 1:FoJT、伊際世話.

山岡守、吉村辰夫、 中IU元 H青の言哲氏の執筆o

得て、本問題に封する建築家の意Iむを 知 るこ

とが :H来1: 故 l二、 こ、にこれを掲げて大方の

参考に資し皮いと思ふ。執筆者の勢を多謝す

る。

@ 初谷房春氏の「防毒について」 は氏の専門

的立場・よりの研究でめ 1) 、 防認室設百十のj : ｾ＠

参考資料である。

@ 紫煙室の原稿を募集する。なるべ〈経つに

顔振からのi震刺1: る文主主0i 玖迎する。

｀ 支那事望誌には或程度の見遁しがｾｴＱ Ｎ ｬ 、 ＱＺ 様に

思はれるが、戦時骨皇制 lま今後 L 盆占強化せら

れるであらう。建築界 L 向多端でめる。令員

言者君ーと共によ〈耐えよく戦[ まんと J己u、。

( 新名種夫〉

建 築 と 社 曾

第 Ｒ Ｒ 斡第 ＱＰ ｾ

毎月 ｬ 回 ｬ 日折 定償 ｬｪ 常滑 ｩｔ 宅［塁ｾ I普

昭 和 14年 10月l 目 印 刷 昭 和 14{ f'- 10月 5 日後行

音量行 ・編 杭

EP .I ii U人

大阪市北恒朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プラ トン 印 刷 枇

大阪市西岡江戸畑開遁 2 了目 13番池

宮 貴 行 所 塁 突 日 本 建 築 協 合

大阪市 Ｚ ｉｾ 眠中之島 Ｓ ノ Ｓ 朝日ピル

電話長北涜( 23) 4501番 ( 9)

娠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

締約販資i.E 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 隠 京 l町 堀 羽 子 板 橋 西

電話土佐混 2 4 4 0番

振替口座大阪2084番

戸 }II 

禁 轄 載

本誠に掲載せるものは、- 1:]J これそ無断にて

略戦し叉は単行本にヒ枠その他の複製行然を

なすことぞ禁十。

庚 告 掲 載 料 金

普 遜 I 1 頁 I 1 図 15，00 

主主 |  ろも頁 l 回 8， 00 

普 叩 ｉｲ ｯ ｪｩｬ￭ ｬ ｾｉｾｉ｟ Ｔ 竺 ｌ

'1L  
普 ( 前官制〕 認 I 1  頁 I  1  回 I  40，00 

j i 担 盟z亙I 1 頁 I 1 回〕竺と

ア( 中 ー 姉〉ト I ｬｪｾ 頁 ｉ 1 回| 肌 00

表最l ¥; 2  I  1 頁 I 1 回 I 60，00 

表 絞 3 I  1 頁 I 1 回 I 45，00 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80，00 
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